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ং 文

福島県教育委員会Ͱは、։発事ۀによるຒଂ文化財のফࣦをආけるたΊ、関係機関とٞڠ

を行いຒଂ文化財の保ޢと記録に౒Ίて͓りま͢。

一般国道115号相馬福島道路は、ৗ൬ࣗಈं道と東北ॎ؏ࣗಈं道を݁Ϳ約45ᶳの֨نߴ

地のૣ期෮興をਤるリーσΟϯάࡂからඃࡂઢ道路（ࣗಈंઐ用道路）Ͱ͋り、東日ຊ大਒װ

ϓϩδΣΫτとしてҐஔͮけられていま͢。਒ࡂલに国道115号όΠύεとして੔උされて

いた霊山道路とѨ෢۾東道路を含Ή福島市から相馬市まͰのશઢが、ٸۓ੔උされることに

なりました。

一般国道115号相馬福島道路建設用地಺には、प஌のຒଂ文化財΍৽たに発ݟされたຒଂ

文化財包ଂ地が数ଟく֬ೝされて͓り、ઌ人が࢒したوॏな文化遺産が所在して͓りま͢。

ຒଂ文化財は、それͧれの地域のྺ࢙と文化にࠜ͟したྺ࢙的遺産Ͱ͋るとಉ時に、զが

国のྺ࢙・文化౳のਖ਼しいཧղと、কདྷの文化の޲上発లの基ૅをな͢΋のͰ͢。

福島県教育委員会Ͱは、相馬福島道路建設༧定地಺Ͱ֬ೝされたこれらのຒଂ文化財の保

をॏͶ、平成19年度以降、ຒଂ文化財のൣғ΍ੑٞڠ保存について、։発関係機関と・ޢ

֨を֬かΊるたΊの෼෍調査を行い、その݁Ռを΋とに平成25年度からݱ状保存のࠔ೉な

遺跡については記録として保存͢ることとし、発掘調査を࣮ࢪしてきました。

ຊ報告書は、�一般国道115号相馬福島道路（霊山道路、霊山～福島）の建設に伴い、平成27

年度に行った伊達市霊山町下小国地۠に所在͢る福田遺跡、沼ヶ入遺跡、上ノ台遺跡の発掘

調査成ՌをまとΊた΋のͰ͢。この報告書を県ຽのօ༷が文化財にର͢るཧղをਂΊ、地域

をղ໌͢るたΊの基ૅࢿྉとして、さらには生ֶ֔शなどのࢿྉとして޿く׆用していたͩ

けれ͹幸いͰ͢。

御ਚྗいたͩいた国土ަ通ল東北・ྗڠ成に͋たり、御࡞に、発掘調査から報告書のޙ࠷

地方੔උہ福島Տ川国道事຿所、伊達市教育委員会、公益財団法人福島県文化振興財団をは

͡Ίと͢る関係機関ٴͼ関係֤Ґにରし、ँײのҙをදしま͢。

平成28年10月

� 福島県教育委員会
� 教育௕ ླ　木　३　一





͋ い さ つ

平成28年10月

公益財団法人 福島県文化振興財団
ཧ事௕ 杉　　 ত 　ॏ

公益財団法人福島県文化振興財団Ͱは、福島県教育委員会からの委ୗにより、県಺の大ن

໛な։発にઌ立ち、։発ର৅地಺に͋るຒଂ文化財の調査を࣮ࢪしていま͢。

ຊ報告書は、一般国道115号相馬福島道路（霊山道路、霊山～福島）の建設に伴い、平成27

年度に発掘調査を行った伊達市霊山町下小国地۠に所在͢る福田遺跡、沼ヶ入遺跡、上ノ台

遺跡の調査成ՌをまとΊた΋のͰ͢。

福田遺跡と沼ヶ入遺跡Ͱは中世の෢࢜֊ڃの居住の場が発ݟされ、とくに沼ヶ入遺跡Ͱ

は、ӄཅ道のَ໳の方 （֯北東）に中国渡དྷમと青磁࿸をຒೲした掘立柱建物跡の地鎮のࠟ跡

が֬ೝͰきました。また、上ノ台遺跡Ͱは縄文時代の遺物包含層が検出され、౰時の人ʑの

฻らしͿりを考える上Ͱوॏな成Ռとなりました。

用していたͩけれ͹幸いに׆く޿、ྉとしてࢿの基ૅڀݚ土のྺ࢙ڷこの報告書を、ޙࠓ

存͡ま͢。

ऴわりに、この調査にごྗڠいたͩきました国土ަ通ল東北੔උہ福島Տ川国道事຿所、

伊達市ならͼに地域住ຽのօ༷にਂくँײਃし上͛ま͢とڞに、౰財団の事ۀのਪਐにつき

まして、ޙࠓと΋一層の御ཧղと御ྗڠをࣀりま͢よう͓ئいਃし上͛ま͢。





ॹ ݴ

１　ຊ書は、平成27年度に࣮ࢪした一般国道115号相馬福島道路（霊山道路、霊山～福島）遺跡発掘

調査の報告書Ͱ͋る。

２　ຊ書には、以下に記͢遺跡調査成Ռを収録した。

福田遺跡　　福島県伊達市霊山町下小国字福田・桜町　　　ຒଂ文化財番号　0721300655

沼ヶ入遺跡　福島県伊達市霊山町下小国字沼ヶ入・御渡　　ຒଂ文化財番号　0721300656

上ノ台遺跡　福島県伊達市霊山町下小国字玉田　　　　　　ຒଂ文化財番号　0721300659

̏　ຊ事ۀは、福島県教育委員会が国土ަ通ল東北地方੔උہ福島Տ川国道事຿所の委ୗをडけて

。福島Տ川国道事຿所がෛ୲したہし、調査にかかるඅ用は国土ަ通ল東北地方੔උࢪ࣮

４　福島県教育委員会は、発掘調査を公益財団法人福島県文化振興財団に委ୗして࣮ࢪした。

５　公益財団法人福島県文化振興財団Ͱは、遺跡調査部の下記の৬員を഑ஔして調査に͋たった。

ઐ໳文化財主査　　菅原　祥夫

文 化 財 主 査　　菊田　順幸

さらに、調査期間中はྟ時的に下記の৬員のྗڠをಘた。

文 化 財 主 査　　廣川　紀子

文 化 財 主 事　　由井　文菜

̒　ຊ書のࣥචは、୲౰৬員が෼୲して行い、֤文຤に文੹を記した。

̓　ຊ書に収録した調査記録͓よͼ出土ࢿྉは、福島県教育委員会が保؅している。

̔　発掘調査͓よͼ報告書の࡞成にࡍして、次の機関͓よͼݸ人からྗڠ・ॿݴをいたͩいた。

伊達市教育委員会　　室໺　ल文　　菅໺　ਸ೭



用 ྫ

１　ຊ書に͓ける遺構ਤ൛の用ྫは、以下のと͓りͰ͋る。

ᾇ　方　　Ґ� ਤ中の方Ґは࠲ඪ北をࣔ͢。方Ґ記号のແい΋のは、ਤのਅ上を࠲ඪ北と͢る。

ᾈ　ॖ　　ई� ֤ૠਤ中にॖ小཰をࣔした。

ᾉ　έ　　ό� 遺構಺のࣼ܏部はʮ ʯの記号Ͱදݱした。

ᾊ　土　　層� 遺構֎ଯ積土は大文字の̡とϩーϚ数字Ͱ、遺構಺ଯ積土は小文字のὙとࢉ用

数字Ͱද記した。

（ྫ）遺構֎ଯ積土ʜ̡ᶗ・̡ᶘ　　遺構಺ଯ積土ʜὙ１・Ὑ２

ᾋ　ඪ　　ߴ� ૠਤ中にࣔしたඪߴは、ւൈߴ度をࣔ͢。

ᾌ　遺構番号� ౰֘遺構はਖ਼ࣜ名শ、その他の遺構は記号化したུশͰ記ࡌした。

ᾍ　土　　৭� 土層注記に࢖用した土৭は、h ৽൛ඪ४土৭஽22൛ （ɦ小山ਖ਼஧・஛原ल༤

1999）に基ͮいている。

２　ຊ書に͓ける遺物ਤ൛の用ྫは、以下のと͓りͰ͋る。

ᾇ　ॖ　　ई� ֤ૠਤ中にॖ小཰をࣔした。

ᾈ　遺物番号� ૠਤごとに通し番号を෇し、ຊ文中Ͱは下記のようにলུした。

（ྫ）ਤ１の２番の遺物ʜਤ１ʵ２

遺物ࣸਅ中Ͱ遺物に෇した番号は、ૠਤ中の遺物番号と一க͢る。

（ྫ）１ʵ２ʜਤ１ʵ２

ᾉ　遺物ܭ測値�（　）಺の数値はਪ定値、ʦ　ʧ಺の数値は遺存値をࣔ͢。

̏　ຊ書Ͱ࢖用したུ号は、次のと͓りͰ͋る。

伊達市ʜ̙̩　　　　　福田遺跡ʜ̛̠̙　　沼ヶ入遺跡ʜ̣̜̞　　上ノ台遺跡ʜ̠̣̙

掘立柱建物跡ʜ̨̗　　木炭窯跡ʜ̨̘　　　土坑ʜ̨̠　　　　　　溝跡ʜ̨̙

遺物包含層ʜ̨̝　　　柱穴・小穴ʜ̥　　　遺構֎ଯ積土ʜ̡　　　遺構಺ଯ積土ʜὙ

４　Ҿ用・ࢀ考文ݙは、ࣥච者のܟশをলུし、֤編຤に収Ίた。
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ং　ষ　遺跡のڥ؀と調査経緯

第１અ　調 査 経 ա

一般国道115号相馬福島道路（ਤ１・２）は、ৗ൬ࣗಈं道と東北ࣗಈं道を݁Ϳ約45ᶳの֨نߴ

道路Ͱ͋り、東日ຊ大਒ࡂからのૣ期෮興をਤるリーσΟϯάϓϩδΣΫτとして、国土ަ通ল東

北地方੔උہにより、ٸۓ੔උされている。શ５۠間のうち、相馬੢道路とѨ෢۾東道路の２۠間

は国土ަ通ল東北地方੔උہ൬城国土国道事຿所が、Ѩ෢۾東～Ѩ෢۾と霊山道路と霊山～福島の

̏۠間はಉলಉہ福島Տ川国道事຿所が事ۀをਐΊている。

その建設༧定地に関わる遺跡発掘調査は、福島県教育委員会との委ୗܖ約に基ͮき、਒ࡂલの平

成19年度から公益財団法人（平成24年10月以લは財団法人）福島県文化振興財団遺跡調査部が࣮ࢪ

している。平成27年度は伊達市霊山町下小国地۠に所在͢る以下の̏遺跡の発掘調査を࣮ࢪした。

˕霊山道路ʜʜ福田遺跡・沼ヶ入遺跡

˕霊山～福島ʜ上ノ台遺跡

公益財団福島県文化振興財団Ͱは、平成27年４月1日෇の福島県教育委員会との委ୗܖ約をडけ

て、遺跡調査部の৬員２名を഑ஔして࣮ࢪした。年度౰ॳに֬定していた調査遺跡と面積は、લ年

度のࢼ掘調査Ͱ֬ೝした福田遺跡1,100㎡と沼ヶ入遺跡1,300㎡のΈͰ͋る。したがって、以ޙのల

։は、平成27年度のࢼ掘調査Ͱ要保存面積が֬定次第、順次௥Ճしていくこととなった。たͩ、

このஈ֊Ͱ໰୊となったのは、ಉ͡一般国道115号相馬福島道路関連事ۀの಺、൬城国道事຿所が

ਐΊるԘख山τϯωϧ掘޻࡟事とからΈ、相馬੢道路のԣ川̗遺跡の調査がきわΊてߴいੑٸۓが

生͡たことͰ͋った。そこͰ、福島県教育委員会が福島Տ川国道事຿所、൬城国道事຿所の૒方と
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調੔した݁Ռ、̒月まͰに東Ӌࠇ平遺跡（̏次調査）をՃえた相馬੢道路の調査をऴྃさせたのち、

̓月から霊山道路͓よͼ霊山～福島の調査にҠ行͢ることとなった。ซせて、４月に行う福田・

沼ヶ入遺跡にྡ઀͢る̙̩ʵ̗22のࢼ掘調査Ͱ要保存面積が生͡た場߹はそれを࠷༏ઌし、生͡

ない場߹はᶃ福田遺跡1,100㎡、ᶄ沼ヶ入遺跡1,300㎡の順番Ͱ調査͢ることとなった。

５月21日の連བྷ調੔会ٞに͓いて、̙̩ʵ̗22のࢼ掘調査の݁Ռ、要保存面積が生͡なかった

ことが、文化財ଆから報告された。これをडけ、̒月຤から福田遺跡の調査を։࢝͢ることがܾ定

した。ซせて、福田遺跡の北方の上ノ台館跡に͓いて、測ྔ調査の݁Ռ、要保存面積11,000㎡が֬

定し、要保存ൣғはະࢼ掘ൣғにかなり޿がるࠐݟΈͰ͋ることが報告された。

さらに、̒月18日の連བྷ調੔会ٞͰは、文化財ଆより福田遺跡の調査がي道に৐ったஈ֊Ͱ、

沼ヶ入遺跡の調査に΋ணखし、྆遺跡と΋９月຤まͰに調査をऴྃ͢る༧定がࣔされた。また、上

ノ台館跡に関しては、ࢼ掘調査による要保存面積֬定ޙ、その一部の調査にணख͢るには、޻事ଆ

によるെ͓࠾よͼെ木ൖ出などの条݅੔උがඞ要Ͱ͋ること΋要๬された。

以上の経աを経て、̒月29日から福田遺跡の調査を։࢝した。ഉ土ӡൖ路のమ൘ෑ設とϓϨϋ

ϒ・τΠϨの設ஔのޙ、̓月２日からॏ機によるද土ണ͗を࣮ࢪしたところ、遺構の෼෍状گがݟ

え࢝Ί、̓月13日には人ྗによる遺構検出を։࢝した。ところが、そのޙは記録的໠ॵと降Ӎの

日がަޓにଓき、ۀ࡞員の出ۈ཰が著しく௿下してしまった。そのたΊ、̓月27日からද土ണ͗

にணखした沼ヶ入遺跡については、ද土ണ͗ऴྃޙに、上面をシーτͰཆ生してۀ࡞をいったん中

அ͢ることとした。

また、ࢼ掘調査のਐలによって10月以降の༧定に΋มߋが生͡た。上ノ台館跡の北ԑにかかる

۠域に要保存ൣғ900㎡が生͡たことから、10月以降の調査ର৅はこの要保存۠域（上ノ台遺跡）と
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第２અ　地ཧ的ڥ؀

し、上ノ台館跡は縄ுりਤを࡞成͢ることとなった。以降、この࠷ऴ方਑にԊってۀ࡞をਐΊてい

くこととなった。

̔月中०以降はྋしくなったが、Ӎ໛༷の日はଓき、それͰ΋、調査は沼ヶ入遺跡の調査΁ঃʑ

にҠ行していった。̔月28日には、福田遺跡の࣮࣭的な調査をऴྃさせることがͰき、中世特有

の方形竪穴状遺構、ϩΫϩかわらけが発ݟされ、一定の成Ռをಘた。

９月からは、沼ヶ入遺跡の調査に人員を集約させた。ఱؾは相มわらͣෆ順Ͱ、19日໷には伊

達市಺にਙ大な߽Ӎඃ֐が͋った΋のの、幸い調査ࣗ体に大きなӨڹはແかった。中国渡དྷમと中

国ཾઘ窯産青磁࿸をຒೲした掘立柱建物跡の地鎮跡が発ݟされるなどの成Ռ΋͋り、９月30日に

調査をऴྃし、10月5日に福田遺跡と一ׅͰ޻事ଆ΁Ҿき渡しを行った。調査の݁Ռ、ྡ઀͢る福

田遺跡と沼ヶ入遺跡は、中世の一体的な遺跡Ͱ͋ることが൑໌した。

上ノ台遺跡の調査は、福田・沼ヶ入遺跡のҾき渡し޻、ޙ事ଆによるെۀ࡞࠾とறं場଄成の条

݅੔උऴྃを଴って、10月13日から։࢝した。調査۠はߴ௿ࠩがܹしい୩地形のたΊ、ۀ࡞員の

࿑ಇ֐ࡂ๷ࢭにはかなりؾを഑らなけれ͹ならなかったが、ఱީが҆定し、調査は順調にਪҠし

た。遺構は縄文時代の遺物包含層１ヵ所と中世以降の木炭窯跡１基Ͱ͋った。11月25日には࣮࣭

的なۀ࡞をऴྃさせ、26日にݱ地を޻事ଆにҾき渡し、ຊ年度の発掘調査の一੾をྃ׬した。

な͓、上ノ台館跡については次年度以降の発掘調査のࢀ考と͢るたΊ、縄ுりਤ࡞成を11月

25・26日に࣮ࢪした。成Ռ඼は、次年度以降の調査報告書に収録の༧定Ͱ͋る。� （菅　原）

第２અ　地 ཧ 的 ؀ ڥ

福島県は東北地方のೆ東୺にҐஔし、東ଆはଠ平༸に面している。面積は13,782㎡Ͱ、北ւ道、

、山຺ޙख県に次͙શ国̏番目の面積を有͢る。県土の約ׂ̔を山地が઎Ί、ೆ北にฒ行͢るӽؠ

ԞӋ山຺、Ѩ෢ߴ۾地によって̏地方に෼ׂされ、੢から順に会௡地方、中通り地方、඿通り地方

とݺশされている。

伊達市霊山町は中通り地方の北東部にҐஔし、大൒がѨ෢ߴ۾地の山中に͋る。地形はඪߴ

825̼の霊山山մをߴ࠷ๆに、ඪ500̼～200ߴΫϥεの山ʑが連なって͓り、その୩間には東北

第２Ґの大Տ川Ͱ͋るѨ෢۾川に߹ྲྀ͢る޿੉川と、そのࢧ （ྲྀ大石川、ᜄ川、石田川、小国川な

ど）が։ੳしたڱい平ୱ地が形成されている。ީؾはՆがॵく、ౙは降ઇྔがগない΋ののྫྷפ

Ͱ、年間平ؾۉԹは12ˆ、年間降ਫྔは約110ᶱͰ͋る。こうした土地ฑを利用して、近世～近代

にはཆݜ・ۀࢋ৫物ۀ、༿λόコ生産が੝んに行われ、1970～1980年代以降は、຀ச・ஈʑാ・

Ռथ࠿ഓ地΁のస׵がなされてきた。

調査ର৅の̏遺跡が所在͢る下小国地۠は、ඪ532̼ߴのఱ井山北੢࿢からྲྀれ出る小国川ྲྀ域

Ͱ、福島市と相馬市を݁Ϳ国道115号ઢ（中村֗道）に面し、ྡ઀のֻ田地۠は国道115号ઢと国道

349号ઢがೆ北にަࠩ͢るަ通の要ি地Ͱ͋る。この地ཧ的特ੑは、पғのྺ࢙的ڥ؀を考えるう
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第̏અ　ྺ࢙的ڥ؀

えͰ、ॏ要とࢥわれる。

次に、地࣭を֓͢؍る。下小国地۠を含Ή霊山山մのೆଆ～੢ଆは、෩化が著しいӢ฼系Ֆቋؠ

類を基൫層として、৽第ࡾ紀のՐ山۵ࡅଯ積物（霊山層、月ؘ層など）が޿く෴う。そして、ߴ地・

ٰྕ地間の୩部には、第࢛紀のະ݁ݻଯ積物（ؠ石化していない᛽・࠭・టなど）がଯ積し、ࣼ面部

などには、੢方のޗ妻・҆達ଠྑՐ山܈から΋たらされたߋ৽世ޙ൒期のՐ山փ΍෩成ೋ次ଯ積物

（Ր山փを฼ࡐと͢るԫ׊৭土৕）層がࢄ在͢るところ΋͋る。� （菅　原）

第̏અ　ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ

伊達市霊山町域Ͱは、֤時代の遺跡が֬ೝされている。以下Ͱは、時代ごとに主要な遺跡を֓؍

してΈたい。（ද１）

以લの΋ݱ石ਕの出ࡉ୅　ສ田川遺跡（52）から、石ਕとണยが出土している。いͣれ΋࣌ثੴچ

のとΈられている。

ೄจ࣌୅　縄文時代は、ૣ期～લ期の໌֬な集མ跡がまͩ発ݟされていない。ݱ状Ͱは、ૣ期ޙ

൒の土器が霊山山௖から、લ期લ༿の土器が川޲遺跡（̔）からগྔ出土しているのΈͰ͋る。しか

し、中期～ޙ期Ͱは、ڮຊ遺跡（20）、૔೾入遺跡（23）、দヶ૔遺跡（24）、ݹ୩地遺跡（32）㩣ノ಺遺

跡（33）、ٱ保田遺跡（36）、෢ノ಺遺跡（41）などの集མ跡が֬ೝされた。とりわけ、෢ノ಺遺跡Ͱは

中期຤༿～ޙ期の竪穴住居跡13ݢ、഑石遺構14基、԰֎ຒ設土器74基、土坑113基が発ݟされて

͓り、দヶ૔遺跡Ͱ΋縄文時代中期຤༿～ޙ期中༿のຒᙈ̏基、土坑５基が検出されている。ଓく

൩期はさらに遺跡数が૿Ճ͢る൓面、遺跡のن໛は小さくなっていく。川޲遺跡（̔）、۽԰ෑ̗遺

跡（10）、۽԰ෑ遺跡（11）、ઍ石平遺跡（16）、ؠ平̗遺跡（17）、Ոノ入遺跡（18）、小ࡔ遺跡（19）、࣫

ๅ遺跡（21）、大石台遺跡（25）、ࠜݹ԰遺跡（27）、ࣘేࡾ遺跡（38）、෢ノ಺遺跡（41）などが஌られ、

。形土器がଟ数出土している׬԰遺跡Ͱは、൩期ऴ຤のݹࠜ

໻ੜ࣌୅　໻生時代になると、集མ༷相はෆ໌になる。しかし、ࠜݹ԰遺跡（27）と෢ノ಺遺跡

（41）Ͱは࠶૴墓がೝΊられ、縄文時代൩期と地఺をͣらして集མがܧଓしたのは間ҧいない。ࠜݹ

԰遺跡Ͱ発ݟされた໻生時代લ期ޙ൒～中期લ൒の土器׹墓25基、土坑墓２基、土坑４基、人ࠎ

集積地２Օ所、土器ݸ150׹体は、東日ຊの代ද的な࠶૴墓ࢿྉの１つとධՁされている。

器ᙈが出土している。集མࢣ期લ༿の土ޙ～༿ޙ෿࣌୅　行߹道̗遺跡（９）から、୯体Ͱ中期ݹ

跡は発ݟされていない。

܈跡とその関連遺跡ࣉफ़な霊山山մにӦまれた霊山ٸ、୅ɾதੈ　この時代を代ද͢るのはݹ

（12～15）Ͱ͋る。ః（859）ݩ؍年に、֮࣊大ࢣԁਔが։基したと఻えられ（ʮ霊山ࣉԑىʯ）、ೆ北ே

期の建෢ （࢛1337）年に、北ിݦՈが一時ઋ台平໺から཮Ԟ国෎をҠした౰֘遺跡܈Ͱは、ૅ石建物

మ੡、נ中世、ࡼ・器ᙈ、ཾઘ窯青磁Ֆຍܙ器ഋ、ਢࢣ溝跡、道路跡などの遺構とと΋に、土、܈

ऎ৛などのଟ種ଟ༷な遺物が発ݟされている。また、15世紀લ൒に૑建された国ࢦ定࢙跡ٶ࿬ഇ
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図̐　पลͷओͳ遺੻Ґஔਤ
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第４અ　調 査 方 法

΍ࣉ౎のࣛԓژ文༷にはנݢ、ఠされて͓りࢦ跡のՄೳੑがࣉ興した霊山࠶がࢯ跡（22）は、伊達ࣉ

相国ࣉのӨڹが֬ೝͰきる。さらに、޿੉川とそのྲྀࢧ域にઓ国期の城館跡がଟいの΋この地域の

特௃とݴえ、上ノ台館跡（４）、大館跡（26）、小館跡（28）、ݒ田城跡（40）、山໺川大館跡（42）、小国

城跡（43）がΈられる。特にࠓճ調査ର৅となった福田・沼ヶ入遺跡（１・２）にとって、至近ڑ཭の

上ノ台館跡（４）はີ઀な関係を有していたՄೳੑが考えられる。

集མ跡Ͱは、行߹道̗遺跡（９）から９世紀຤～10世紀ॳ಄の竪穴住居跡１ݢが発ݟされ、山間

部のوॏなݹ代の事ྫとなっている。しかし、中世の集མ跡はະ発ݟͰ͋る。この他、行߹ಊ̗遺

跡（９）、۽԰ෑ̗遺跡（10）から中世以降の木炭窯跡が発ݟされている。� （菊　田）

第４અ　調 査 方 法

福田遺跡、沼ヶ入遺跡、上ノ台遺跡の発掘調査Ͱは、原ଇ的に౰財団Ͱ౿ऻされてきた調査方法

を用いている。そこͰ、以下に一ׅしてड़΂る。

遺跡΍遺構のҐஔは、世界測地系に基ͮく国土࠲ඪᶟ系の࠲ඪを用いた。また、遺構΍遺物の大

まかな地఺をࣔ͢たΊに、10̼୯Ґのάリοドを設定した。άリοドのݺশは、北からೆに１・

２・̏ʜとࢉ用数字、੢から東に̖・̗・̘ʜとΞϧϑΝϕοτを用い、これを૊Έ߹わせて̖

１・̗２・̘̏ʜとした。

ᶺ Ҩ੻໊ ॴࡏ஍ छ　ผ ظ　࣌

27 ԰遺跡ݹࠜ 伊達市霊山町石田 集མ跡 縄（ޙ・൩）、໻

28 小館跡 伊達市霊山町石田 城館跡 中世

29 ๅ௚館跡 伊達市月ؘ町෍川 ௩など 縄文、中～近世

30 ԃ場遺跡 伊達市月ؘ町෍川 ੡మ関連 中世～近世

31 ࠭場遺跡 伊達市月ؘ町෍川 ੡మ関連 中世～近世

32 ୩地遺跡ݹ 伊達市月ؘ町月ؘ ෍地ࢄ 縄文（લ・中）

33 蒦ノ಺遺跡 伊達市月ؘ町෍川 集མ跡 縄文（中）

34 月ݟ館跡 伊達市月ؘ町月ؘ 城館跡 中世

35 ఼上館跡 伊達市月ؘ町月ؘ 城館跡 中世

36 保田遺跡ٱ 伊達市月ؘ町月ؘ ෍地ࢄ 縄文（中・ޙ）

37 下ख渡ൡਞ԰跡 伊達市月ؘ町下ख渡 ਞ԰跡 近世ޙ期

38 遺跡ࣘేࡾ 伊達市月ؘ町ߙ田 ෍地ࢄ 縄文（ૣ～൩）

39 行人田௩ 伊達市霊山町下小国 経௩、௩ 中世～近世

40 田城跡ݒ 伊達市霊山町ֻ田 城館跡 中世

41 ෢ノ಺遺跡 伊達市霊山町ઘ原 集མ跡 縄（中・ޙ）、໻

42 山໺川大館 伊達市霊山町山໺川 城館跡 中世

43 小国城跡 伊達市霊山町下小国 城館跡 中世

44 ࠜ子԰館跡 伊達市保原町所୔ 城館跡 中世

45 ෋୔城跡 伊達市保原町෋୔ 城館跡 中世

46 大ௗ城跡 伊達市保原町上保原 城館跡 中世

47 大地಺̖遺跡 伊達市保原町大ઘ 城館関係 中世～近世

48 ୔̖遺跡ו় 伊達市保原町大ઘ 集མʗ城館関係 ෿～近世ݹ

49 保原城跡 伊達市保原町城ノ಺ 集མʗ城館跡 ෿～近世ݹ

50 保原ਞ԰跡 伊達市保原町ٶ下 ਞ԰跡 近世

51 （子Ԭ城跡ߴ）子館跡ߴ 伊達市保原町上保原 城館跡 中世

52 ສ田川遺跡 伊達市霊山町石田 ෍地ࢄ 石器چ

ද１　पลの遺跡一ཡ
ᶺ Ҩ੻໊ ॴࡏ஍ छ　ผ ظ　࣌

１ ෱ాҨ੻ 伊達市霊山町下小国 集མʗ城館跡 中世

２ পϲೖҨ੻ 伊達市霊山町下小国 集མʗ城館跡 中世

３ ্ϊ୆Ҩ੻ 伊達市霊山町下小国 木炭窯、遺物包含層 縄文、中世以降

４ 上ノ台館跡 伊達市霊山町下小国 城館跡 中世

５ Ӛヶؠ遺跡 相馬市東玉໺ 木炭窯 近世ॳ

̒ 山遺跡޲ 相馬市東玉໺ 集མ跡 縄文（ૣ・લ）

̓ 遺跡̖޲ਃ߀ 伊達市霊山町石田 木炭窯 縄文、近世

̔ 川޲遺跡 伊達市霊山町石田 集མ跡 縄文（ޙ・൩）

９ 行߹道̗遺跡 伊達市霊山町石田 木炭窯 平҆、中世຤

10 ԰ෑ̗遺跡۽ 伊達市霊山町石田 集མ跡・木炭窯 縄文（ޙ・൩）・中世

11 ԰ෑ遺跡۽ 伊達市霊山町石田 ෍地ࢄ 縄文（ޙ・൩）

12 霊山ࣉ山௖Հཟ܈ 伊達市霊山町石田 Ӄ跡ࣉ 代～中世ݹ

13 霊山ࣉ玉໺川上ྲྀՀཟ܈ 伊達市霊山町石田 Ӄ跡ࣉ 代～中世ݹ

14 霊山ݹࣉ霊山Հཟ܈ 伊達市霊山町石田 Ӄ跡ࣉ 代～中世ݹ

15 霊山城跡 伊達市霊山町石田 城跡 中世（ೆ北ே期）

16 ઍ石平遺跡 伊達市霊山町大石 ෍地ࢄ 縄文（ޙ・൩）

17 平̗遺跡ؠ 伊達市霊山町大石 ෍地ࢄ 縄文（ޙ・൩）

18 Ոノ入遺跡 伊達市霊山町大石 ෍地ࢄ 縄文（ޙ・൩）

19 小ࡔ遺跡 伊達市霊山町大石 ෍地ࢄ 縄文（ޙ・൩）

20 ຊ遺跡ڮ 伊達市霊山町大石 ෍地ࢄ 縄文（中・ޙ）

21 ࣫ๅ遺跡 伊達市霊山町大石 ෍地ࢄ 縄文（ޙ・൩）

22 跡ࣉ࿬ഇٶ 伊達市霊山町大石 Ӄ跡ࣉ 中世～近世ॳ

23 ૔೾入遺跡 伊達市霊山町大石 ෍地ࢄ 縄文（中・ޙ）

24 দヶ૔遺跡 伊達市霊山町大石 集མ跡 縄文（中・ޙ）

25 大石台遺跡 伊達市霊山町大石 ෍地ࢄ 縄文（ޙ・൩）

26 大館跡 伊達市霊山町石田 城館跡 中世
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ද土と੝土のআڈはॏ機を用い、それ以֎の遺構֎ଯ積土͓よͼ遺構಺ଯ積土の掘࡟は、基ຊ的

に人ྗͰ行っている。遺構のਫ਼査は、その特ੑ΍ن໛・遺存状ଶ౳にԠ͡て土層࡯؍用൞を࢒し、

土層のଯ積状گ΍遺物の出土状گにཹҙしながらਐΊた。۩体的には、木炭窯跡と大ܕ土坑の一部

（方形竪穴状遺構）は４෼ׂ法、その他の遺構は２෼ׂ法を࠾用し、掘立柱建物跡の柱穴Ͱは柱ࠟ跡

と掘形のࣝผを行った。また、遺物包含層は、୩の௕࣠に௚ަ͢る２ຊのτϨϯνを設定し、その

土層அ面と調査۠ೆนの土層அ面の࡯؍を΋とに、遺物を層Ґ的にऔり上͛た。

遺構の記録は、࣮測ਤ࡞成とࣸਅࡱӨを行った。࣮測ਤ࡞成は、平面ਤと土層அ面ਤの࡞成を原

ଇとし、平面ਤについては、測ྔ基४఺を΋とにޫ೾測ّڑを࢖用して測ྔし、ݱ場Ͱ݁ઢした。

அ面ਤについては、遺跡಺にҠಈした؆қਫ४఺を΋とに࡞ਤした。֤遺構のਤ化にࡍしては、

1�20のॖईを原ଇとし、遺構のن໛・ੑ֨に߹わせて1�40のॖई΋適ٓ࢖用した。また、遺跡基

ఈ面の地形ਤは原ଇとして1�200のॖईͰ࡞成した。遺物は、遺構ٴͼάリοド୯ҐͰऔり上͛を

行い、出土層Ґを記録している。

ࣸਅは35ᶱ൑のϞノΫϩーϜとΧϥーリόーαϧϑΟϧϜΧϝϥを࢖用͢るとと΋に、ิॿ的

にσδλϧΧϝϥを用い、ಉ一ඃࣸ体のࡱӨを行った。また、福田遺跡と沼ヶ入遺跡Ͱは、ϥδコ

ϯϔリコϓλー౥ࡌΧϝϥによるۭ中ࣸਅࡱӨ΋行っている。

これらの調査記録͓よͼ出土遺物については、報告書ץ行ޙに౰財団の定Ίる基४にैって੔ཧ

を行い、福島県教育委員会΁Ҡ؅したޙ、福島県文化財ηϯλーനՏ館に収ଂされる༧定Ͱ͋る。

� （由　井）

ݙจߟࢀ

福島県教育委員会　2015　h 一般国道115号相馬福島道路遺跡発掘調査報告̏ʱ
福島県教育委員会　2015　h 福島県遺跡෼෍調査報告書22ʱ
霊山町　1992　h 霊山町࢙　第１ר通࢙ʱ
福島県೶地ྛ຿部೶地ܭը՝　1988　h 土地෼類基ຊ調査　保原ʱ

஍ܗଌ ʢྔ্ϊ୆Ҩ੻ʣ ४උʢ্ϊ୆Ҩ੻ʣࡱۭ
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Ҩ ੻ ه ߸　　̙̩ʵ̛̠̙

ॴ　ࡏ　஍　　伊達市霊山町下小国字福田・桜町

࣌୅ɾछྨ　　中世の居住域、城館関連

ௐ ࠪ ظ ؒ　　平成27年̒月29日～̔月28日

ௐ　ࠪ　һ　　菅原祥夫・菊田順幸・廣川紀子・

由井文菜
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第１ষ　遺跡のҐஔと調査経ա

第１અ　遺跡のҐஔとگݱ

福田遺跡は、福島県伊達市霊山町下小国字福田・桜町に所在͢る。地形的には、小国川ೆ؛の։

けたՏ؛ஈٰ上に͋たり、市の中৺部からはೆ東に約５ᶳ཭れ、ଠ平༸Ԋ؛の相馬市から中通り地

方の福島市΁ൈける国道115号ઢ（中村֗道）のϧーτԊいに͋る。

पғには、中世城館跡΍その関連遺跡が෼෍して͓り、੢ଆにྡ઀して沼ヶ入遺跡（ຊ書第２

編）、小国川ର؛のਅਖ਼面に上ノ台館跡がҐஔしている。

調査։࢝લのگݱは、੢޲きのى෬のগないാ地・ߥ地Ͱ͋った。たͩこれは、２ճの೶地基൫

੔උͰࣼ面上部を࡟って࡞り出された΋のͰ͋る。場所によって１̼近くのްい੝土がೝΊられ、

遺構検出面の状گはݱ地ද面とかなりҧっていた。� （菅　原）

第２અ　調 査 経 ա

掘調査の݁Ռ、要保存面積が֬定した1,100㎡がର৅Ͱ͋ࢼճの調査ൣғは、平成26年度のࠓ

る。調査期間は、平成27年̒月29日～̔月28日Ͱ͋る。

౰ॳは、事લ४උとして調査員１名がݱ場に入った。̒月29日に生いໜった調査۠のআ૲とഉ

土ӡൖ路のమ൘ෑ設を行い、̓月２日からද土ണ͗を։࢝した。ද土ണ͗は์ࣹઢྔのܭ測の݁

Ռ、上Ґ̏ᶲを࠷ॳにআڈし、そのޙ、下Ґをണ͙という２ஈ֊の޻ఔを౿まなけれ͹ならかった

うえ、੝土がްく、調査۠中ԝの̪字溝と҉ڎをආけて行わなけれ͹ならなかったが、̓月上०に

は遺構の෼෍状گがݟえてきた。この݁Ռをडけ、̓月13日には相馬੢道路の相馬市東Ӌࠇ平遺

跡の調査をऴえた調査員が߹ྲྀし、ಉ日から人ྗによる遺構検出ۀ࡞を։࢝した。

ところが、ま΋なくകӍがຊ֨化し、കӍ໌けޙの̓月຤～̔月上०の２ि間は、連日38～

40ˆの記録的໠ॵとなった。そのたΊ、ۀ࡞のਐ௙は著しく଺ったが、ຍલまͰには主要な土坑、

溝跡、小穴の掘りࠐΈと記録をऴえることがͰきた。

ຍ໌けޙはଧってมわってྋしくなった΋のの、小Ӎަ͡りの日がଓいた。しかし、ಉ時ਐ行し

ていた上ノ台館跡のࢼ掘ऴྃに伴い、ۀ࡞員が૿ՃしたことͰۀ࡞がي道に৐り࢝Ίた。これによ

り、લ年度のࢼ掘報告（福島県教育委員会2015）Ͱݹ代の竪穴住居跡と༧૝された遺構が、中世の

方形竪穴状遺構に比定される遺構（４号土坑）Ͱ͋ることが൑໌した。

こうした経աを経て、8月28日に࣮࣭的な調査がऴྃし、調査員ٴͼۀ࡞員のશ員は沼ヶ入遺跡

の調査΁Ҡಈした。その９、ޙ月28日に沼ヶ入遺跡と一ׅͰۭࡱを行い、10月５日に޻事ଆ΁Ҿ

き渡しを行った。� （菅　原）
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第２ষ　発ݟされた遺構と遺物

第１અ　調査成Ռの֓要と基ຊ土層

調査成Ռの֓要

き޲ճの調査۠は、福田遺跡の੢୺෇近に͋たる。地形的には、ೆ北に։ੳした୩に面͢る੢ࠓ

ࣼ面Ͱ͋り、中ԝにઙい୔が入りࠐΈ、遺構検出面のඪߴは116�6～118�8̼を測る。検出された遺

構は、土坑４基、溝跡２条、小穴26ݸを数え、北ଆに溝跡、ೆଆに小穴が集中していた。

それらの時期の特定は、ڞ伴遺物がແいたΊ೉しいが、４号土坑に関しては中世特有の方形竪穴

状遺構の特௃をඋえている。また、ࠞ入඼Ͱは͋るが、２号溝跡の෴土から、15世紀のϩΫϩか

わらけが出土していることから、ຊ遺跡の存ଓ期間の一୺は中世室町期にٻΊることがͰきる。

基ຊ土層

基ຊ土層は、৭調・土࣭のॾ特௃から̡ᶗB～ᶜに෼層している。以下、આ໌͢る（ਤ２）。

̡ᶗ B� 。土のද土層Ͱ、層ްは10～15ᶲを測る࡞ߞ。৭土（10:32�3）Ͱ͋る׊ࠇ

̡ᶗ C� 。৭土（10:34�6）Ͱ͋る。೶地基൫੔උに伴う੝土Ͱ、主に調査۠北部に෼෍͢る׊

層ްは50～70ᶲを測る。

̡ᶗ D� փԫ׊৭土（10:34�2）Ͱ͋る。೶地基൫੔උに伴う੝土Ͱ、主に調査۠ೆ部に෼෍͢

る。層ްは45～60ᶲを測る。　

̡ᶘ� 。փ৭೪土（10:34�1）Ͱ͋る׊

̡ᶙ� 。ද土Ͱ、主に調査۠ೆ部に෼෍͢る遺構検出面Ͱ͋るچ。৭土（10:33�3）Ͱ͋る׊҉

層ްは５～15ᶲを測る。

̡ᶚ� ৭土（10:34�6）Ͱ͋る。̡ᶙと̡ᶚの઴Ҡ層Ͱ、調査۠ೆ部のうち、̡ᶙの෼෍し׊

ないՕ所の遺構検出面Ͱ͋る。層ްは15～30ᶲを測る。

̡ᶛ� ԫ׊৭土（10:35�6）Ͱ͋る。しまりの΍΍͋る基൫層Ͱ、層ްは30ᶲ以上を測る。

調査۠北部Ͱは̡ᶙ・ᶚが෼෍しないたΊ、ຊ層が遺構検出面Ͱ͋る。

̡ᶜ� �৭೪土（7�5:35�8）Ͱ͋る。しまりの͋る೪࣭の基൫層Ͱ、層ްは25ᶲ以上を׊໌

測る。� （菊　田）

第２અ　　土　　坑

された土坑は４基Ͱ͋る。それらは平面෼෍のまとまりから、北ଆの１・２号ݟճの調査Ͱ発ࠓ
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土坑と、ೆଆの̏・４号土坑の２つのάϧーϓに෼けられる。લ者は時期・ੑ֨がෆ໌Ͱ͋るが方

形基調Ͱ、類ࣅしたଯ積土がೝΊられることから、ಉ時存在したՄೳੑがߴい。ޙ者は中世の΋の

とΈられ、̏号土坑がম成土坑、４号土坑が方形竪穴状遺構に相౰͢る。

１号土坑　̨̠01（ਤ̏、ࣸਅ̏）

ຊ土坑は調査۠北部の̗２άリοドにҐஔし、̡ᶛ上面Ͱ検出された。ೆ੢約70ᶲには１号溝

跡がྡ઀している。他の遺構とのॏෳはない。

平面形はෆ੔な方形Ͱ、ن໛は、௕࣠2�01̼、୹࣠1�86̼、ਂさは検出面から࠷大21ᶲを測る。

東นはٸな֯度Ͱ立ち上がるが、੢นのนߴは̏ᶲఔ度Ͱ、ఈ面は平ୱͰ͋る。

ଯ積土は̏層に෼かれる。いͣれ΋ଟྔの地山մを含Ή特௃がೝΊられ、人ҝଯ積土と考えられ

る。Ὑ１は地山մをଟྔに含んͩにͿいԫ׊৭土、Ὑ２は地山մをଟྔに含んͩփԫ׊৭土、Ὑ̏

はにͿいԫ׊৭土մをଟྔに含んͩ׊৭土Ͱ͋る。遺物は出土していない。

ຊ土坑の時期・ੑ֨はෆ໌Ͱ͋る。� （由　井）

２号土坑　̨̠02（ਤ̏、ࣸਅ̏）

ຊ土坑は調査۠北部の̖２άリοドにҐஔし、̡ᶛ上面Ͱ検出された。２号溝跡とॏෳし、ຊ土

坑の方が৽しい。たͩし、அ面ਤを࡞成した̖ʵ̖′はちょうど２号溝跡が్੾れたՕ所にͿつか

り、この৽ݹ関係がදݱされていない。

平面形は΍΍ෆ੔な۱ؙ௕方形Ͱ、ن໛は、௕࣠3�12̼、୹࣠1�31̼、検出面からのਂさは、12ᶲ

を測る。東นはٸな֯度Ͱ立ち上り、੢นは؇΍かに立ち上がる。ఈ面は੢ଆにࣼ܏している。

ଯ積土は２層に෼かれ、どちら΋人ҝଯ積土と考えられる。Ὑ１は炭化物ཻをগྔ、ম土ཻをۃ

গྔ含んͩにͿいԫ׊৭土、Ὑ２はにͿいԫ׊৭土մをଟྔ含んͩ׊৭土Ͱ͋り、Ὑ２は１号土坑

のὙ̏と類ࣅしている。遺物は出土していない。

ຊ土坑の時期・ੑ֨はෆ໌Ͱ͋る。� （由　井）

̏号土坑　̨̠03（ਤ̏、ࣸਅ̏）

ຊ土坑は̗̓・̔άリοドにҐஔし、̡ᶙ・ᶚ上面Ͱ検出した。ॏෳ遺構はない。平面形はପԁ

形基調をఄし、น面からఈ面はなͩらかにਪҠ͢る。ن໛は௕࣠1�22̼、୹࣠96ᶲ、検出面から

のਂさ96ᶲを測る。

ଯ積土は４層に෼層され、このうちఈ面を෴うὙ̏・４はଟྔの炭化物を含Έ、その上のὙ２は

ম土化したนの่མ土Ͱ͋る。遺物は出土しなかった。

ຊ土坑のੑ֨はԿらかのম成ࢪ設と考えられる。時期は、形ଶがݹ代に一般的にݟられる木炭ম

成土坑のように֯ுっていないことから、पล状گをצҊして中世の΋のとΈて͓く。� （菅　原）
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４号土坑　̨̠04（ਤ̏、ࣸਅ̏）

ຊ土坑は̘̔・９άリοドにҐஔし、̡ᶙ・ᶚ上面Ͱ検出した。ॏෳ遺構はない。平面形は۱ؙ

方形Ͱ竪穴状をなし、੢นにઉ状のு出部が෇く。東ଆは調査۠֎にଓいている。

໛は௕࣠2�30̼、୹࣠1�26̼以上、検出面からのਂさ40ᶲを測り、ఈ面はほ΅平ୱに੔えらن

れている。しかし、షচ͓よͼ໌֬な౿Έకりは֬ೝͰきなかった。また੢นのு出部は、௕さ

1�06̼、෯70ᶲͰ、ఈ面はઌ୺に޲かってεϩーϓ状に立ち上がる。

遺構಺શ体は、地山մをଟྔに含Ή୯一層（Ὑ１）Ͱ人ҝ的にຒΊ໭されている。

遺物は出土していない。

ຊ土坑は出土遺物をܽくが、֤地の類ྫからΈて、੢นに入ޱを࣋つ中世の方形竪穴状遺構に比

定Ͱきるとࢥわれる。� （菅　原）

第̏અ　　溝　　跡

ࣅઢにԊってೆ北にฒ૸して͓り、ଯ積土は類ߴされた溝跡は２条Ͱ͋る。౳ݟճの調査Ͱ発ࠓ

している。したがって、ಉ時存在したと考えられる。

１号溝跡　̨̙01（ਤ４、ࣸਅ４・５）

ຊ遺構は、調査۠北部の̖２・̗２・̗̏άリοドにҐஔし、̡ᶛ・ᶜ上面Ͱ検出された。੢方

約50ᶲには２号溝跡がྡ઀している。他の遺構とのॏෳはない。

ຊ遺構は２号溝跡とฒ行͢るようにほ΅ೆ北に約̼̓৳ͼ、さらに北୺Ͱ۶ۂして約1�10̼৳ͼ

ている。࠷大෯は1�04̼Ͱ、ਂさは検出面から࠷大20ᶲを測る。นはٸな֯度Ͱ立ち上がり、ఈ

面はほ΅平ୱͰ͋る。

ଯ積土は、人ҝଯ積土とΈられるփԫ׊৭土１層Ͱ͋る。小᛽をۃগྔ、炭化物をগྔ、地山մ

をଟྔに含んͰいる。遺物は出土していない。

ຊ遺構は出土遺物にܙまれなかった΋のの、ଯ積土が中世の̏・４号土坑͓よͼ小穴܈とҧい、

కまりがほとんどなく、΅そ΅そͰ͋ることから、近世以降の所産とਪ定される。ੑ֨はෆ໌Ͱ͋

る。� （由　井）

２号溝跡　̨̙02（ਤ４、ࣸਅ４・５）

ຊ遺構は、調査۠北部の̖２・̏άリοド、̗２・̏άリοドにҐஔし、̡ᶛ・ᶜ上面Ͱ検出さ

れた。東方約50ᶲには１号溝跡がྡ઀している。２号土坑とॏෳして͓り、ຊ遺構の方がݹい。し

かし、２号土坑よりຊ遺構の方がॏෳൣғのఈ面がਂいたΊ、ほ΅શ体を検出͢ることがͰきた。

ຊ遺構は１号溝跡とฒ行͢るようにೆ北に৳ͼ、ೆ୺がೆ੢方޲にएۂׯがっている。また、
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図̐　１ɾ２号ߔ੻ɺ２号ߔ੻出土遺物
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北୺は੢に޲かって۶ۂしている。ن໛は、ೆ北に৳ͼる部෼Ͱ8�50̼、北୺Ͱ۶ۂしたઌは

60ᶲ、ೆ୺Ͱ۶ۂしたઌは70ᶲ、࠷大෯58ᶲͰ、ਂさは検出面から࠷大11ᶲを測る。นはٸな֯

度Ͱ立ち上がり、ఈ面は一部平ୱな部෼΋͋るが、֧ཚのӨڹかશ体的にತԜͰ͋り、北ଆͰは２

号土坑にյされて遺存していない部෼が͋る。

ଯ積土は人ҝଯ積土とΈられるփԫ׊৭土１層Ͱ͋る。１号溝跡Ὑ１にきわΊて類ࣅし、炭化物

をগྔ、地山մをଟྔに含Ή。

遺物は、ଯ積土中より15世紀に比定されるϩΫϩかわらけ（ਤ４ʵ１）が出土した。ఈ部֎面に

はճసࢳ੾ࠟがೝΊられ、଻土は៛ີͰ、ԫᒵ

৭をఄ͢る。しかし、ຊ遺構は１号溝跡とฒ૸

し、ଯ積土がきわΊて類͢ࣅることから、１号

溝跡とಉ時存在した近世以降の所産のՄೳੑが

く、ϩΫϩかわらけは調査۠֎に存在͢る中ߴ

世遺構からのࠞ入඼と考えられる。ੑ֨はෆ໌

Ͱ͋る。� （由　井）

第４અ　小 穴 ܈

֬ೝͰきた小穴は26ݸͰ͋る（ਤ５）。調査

۠ೆ部の̗̓～10άリοドͰ、̡ᶙ～ᶚ上面

から検出された。

それらのҐஔは、ちょうど中世の̏号土坑と

４号土坑の中間域に収まり、平面෼෍にʮ小穴

ʯとしてのまとまりがೝΊられる。また、౳܈

ઢにԊっているのが特௃Ͱ、建物跡としてはߴ

૊まなかったが、௚ઢ状にฒͿ΋の΋͋る。

したがって、̏・４号土坑と関連した中世の

。などのੑ֨が考えられるྻࡤ

基ຊ的なଐੑは、以下のと͓りͰ͋る。

平 面 形ɿԁ形基調

அ 面 形ɿԁ౵状

大 き さɿ36～15ܘ （ɸ平24ۉᶲ）

ਂ さɿ検出面から̏～48 （ɸ平18ۉᶲ）

ଯ 積 土ɿ׊ࠇ৭土　10:32�3

出土遺物ɿແし� （菅　原）
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第１編　福 田 遺 跡

ද౔ണ͗ ௐࠪ۠શܠ

第̏ষ　　૯　　ׅ

福田遺跡の調査は、લ年度のࢼ掘報告（福島県教育委員会2015）に基ͮき、竪穴住居跡Ͱ構成さ

れるݹ代の集མ跡を༧૝して࣮ࢪした。しかし、࣮ࡍには中世室町期に͓ける෢࢜֊ڃの居住の場

Ͱ͋ったことが൑໌したとݴえる。

۩体的ࠜڌは、次の２఺にٻΊられる。

˕４号土坑ɿ中世の城館、物ྲྀڌ఺に特௃的な方形竪穴状遺構（ླ木2006・2015他）に比定される。

ઉ状のு出部（入ޱ）の෇く県಺事ྫは、会௡ࡔ下町ؘݹ遺跡（会௡ࡔ下町教育委員会

1992）などにΈられ、定ܕ的な΋のͰ͋る。

˕かわらけɿ２号溝跡出土のかわらけは、福島県のかわらけ編年（福島県考ֶݹ会中近世部会

1997）にैうと、15世紀中৺の年代؍が༩えられ、࢖用場面は෢࢜֊ڃのԅ会ّྱに

特定Ͱきる。

たͩし、中世遺構の෼෍ີ度がബく、遺物ྔはগないたΊ、ごく୹期間Ͱഇઈしたと考えられ

る。この所ݟは、ର؛の沼ヶ入遺跡と一கして͓り、注目される。また、ࠓճの調査۠は遺跡ൣғ

の੢୺෇近Ͱ͋ることから、関連遺構は東方の調査۠֎に޿くల։しているとਪ測される。ޙࠓの

։発行ҝにରしては、े෼な文化財保ޢଆのνΣοΫがඞ要Ͱ͋る。� （菅　原）

Ҿ༻ɾߟࢀจݙ

会௡ࡔ下町教育委員会　1992　ʮؘݹ遺跡ʯh Ѩլ川ᶘ期地۠遺跡発掘調査報告書ʱ
ླ木߂ଠ　2006　ʮ中世ʮ竪穴建物ʯの検౼ʵ౎市ח૔を中৺としてʵʯh 日ຊ考ֶݹʱ第21号　日ຊ考ڠֶݹ会
ླ木߂ଠ　2015　h 中世ח૔の౎市構଄と竪穴建物ʱಉ成ࣾ
東北中世考ֶݹ会　2001　h 掘立と竪穴ʱࢤߴ書Ӄ
福島県考ֶݹ会中近世部会　1997　ʮかわらけ編年の࠶検౼ʵ11世紀～19世紀（その２）ʯh 福島考ݹ 3ɦ8号
福島県教育委員会　2015　h 福島県಺遺跡෼෍調査報告22ʱ
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遺跡（１次調査）

Ҩ ੻ ه ߸　　̙̩ʵ̣̜̞

ॴ　ࡏ　஍　　伊達市霊山町下小国字沼ヶ入・御渡

࣌୅ɾछྨ　　縄文時代の狩猟場、中世の居住域、

近世の墓域

ௐ ࠪ ظ ؒ　　平成27年̓月27日～９月30日

ௐ　ࠪ　һ　　菅原祥夫・廣川紀子・由井文菜
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第１ষ　遺跡のҐஔと調査経ա

第１અ　遺跡のҐஔとگݱ

沼ヶ入遺跡は、福島県伊達市霊山町下小国字沼ヶ入・御渡に所在͢る。地形的には、小国川ೆ؛

の։けたՏ؛ஈٰ上に͋たり、伊達市中৺部からはೆ東に約５ᶳ཭れ、඿通り地方の相馬市から中

通り地方の福島市΁ൈける国道115号ઢ（中村֗道）のϧーτԊいͰ͋る。

पғには、中世城館跡΍その関連遺跡が෼෍して͓り、東ଆにྡ઀して福田遺跡（ຊ書第１編）、

小国川ର؛のਅਖ਼面に上ノ台館跡がҐஔしている。

調査։࢝લのگݱは、എޙのٰྕと໌֬なஈࠩͰ۠੾られた東޲き؇ࣼ面のാ地・ߥ地Ͱ͋っ

た。౰ॳ、これは೶地基൫੔උによる΋のと考えていたが、調査の݁Ռ、中世の଄成地形を൓өし

ていることが໌らかとなった。� （菅　原）

第２અ　調 査 経 ա

掘調査の݁Ռ、要保存面積が֬定した1,300㎡がର৅Ͱ͋ࢼճの調査ൣғは、平成26年度のࠓ

る。調査期間は平成27年̓月27日～９月30日Ͱ͋る。調査期間લ൒の̔月一ഋは福田遺跡とಉ時

ਐ行Ͱ調査をਐΊ、ޙ൒の９月からຊ遺跡୯ಠͰ調査を࣮ࢪし、ۭ͓ࡱよͼݱ地Ҿき渡しは福田遺

跡と一ׅͰ行った。

調査期間લ൒は、まͣॳΊに調査۠のআ૲とഉ土ӡൖ路のమ൘ෑ設を行い、̓月27日からද土

ണ͗を։࢝した。ද土ണ͗は์ࣹઢྔのܭ測の݁Ռ、上Ґ̏ᶲを࠷ॳにআڈし、そのޙ、下Ґをണ

͙という２ஈ֊の޻ఔを౿まなけれ͹ならかった。さらに、पลຽՈ΁の࠭΅こりのඈࢄに注ҙ

しなけれ͹ならなかったが、̔月５日にはऴྃし、数基の土坑のほか、掘立柱建物跡２棟を検出�

した。

これにより、調査のݟ通しが立ったことから、ຍલまͰは福田遺跡の調査を༏ઌ͢ることとし、

検出した遺構をいったんϒϧーシーτͰཆ生した。

ຍ໌けޙは、福田遺跡の調査員͓よͼۀ࡞員をঃʑにຊ遺跡にҠ行させながら遺構検出とਫ਼査を

ਐΊ、９月に入ってからはશ人員を集݁させた。その݁Ռ、ຊ遺跡は掘立柱建物跡、方形竪穴状遺

構に相౰͢る土坑、ম成土坑Ͱ構成された中世主体の遺跡Ͱ͋り、１号掘立柱建物跡Ͱはَ໳の方

（֯北東）Ͱ地鎮が行われたことが൑໌した。ຊ遺跡は中村֗道に面した立地Ͱ、पғには中世城館

跡΍その関連遺跡の෼෍がݦ著Ͱ͋ることから、وॏな事ྫの௥Ճになったとࢥわれる。

こうした経աを経て、９月28日にۭࡱを行って࣮࣭的ۀ࡞をऴྃし、10月５日には޻事ଆにର

してݱ地Ҿき渡しを行った。� （菅　原）
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

1��

1�0

13�

130

1�0

130

12�

120

13�

ࢢ
ಓ
ࡩ
ொ
̍
߸
ઢ

120

120

11�

11�.�

12�.7

126.7

12�.1
126.�

12�.3

130.2
130.2

12�.6

131.�

133.�

136.3

13�.�

132.�

1�6.3

11�.�

112.6

10�.�

ಓࢢ
ொࡩ
１号
ઢ

ಓસ໦ਿϊ಺ઢࢢ

1��

1�0

13�

130

1�0

130

12�

120

13�

ࢢ
ಓ
ࡩ
ொ
̍
߸
ઢ

120

120

11�

11�.�

12�.7

126.7

12�.1
126.�

12�.3

130.2
130.2

12�.6

131.�

133.�

136.3

13�.�

132.�

1�6.3

11�.�

112.6

10�.�

ಓࢢ
ொࡩ
１号
ઢ

ಓસ໦ਿϊ಺ઢࢢ

ௐࠪൣғ

࿏ઢൣғ

遺੻ൣғ

図１　ௐࠪ۠Ґஔਤ

0 100̼
（1/2
000）

পϲೖҨ੻

෱ాҨ੻

পϲೖҨ੻

෱ాҨ੻



25

第２ষ　発ݟされた遺構と遺物

第１અ　調査成Ռの֓要と基ຊ土層

調査成Ռの֓要

ճの調査۠は、沼ヶ入遺跡のൣғのೆ୺෇近に͋たる。中村֗道に面し、北΁৳ͼるઉ状ٰྕࠓ

の東ࣼ面Ͱ、੾土により؇ࣼ܏に଄成されている。౰ॳは、これが೶地基൫੔උに伴う΋のと考え

ていたが、調査の݁Ռ、中世まͰさかの΅るՄೳੑがߴまった。北東部にはઙい୔が入りࠐΈ、調

査۠北東۱とೆ東۱の比ࠩߴは遺構検出面Ͱ3�2̼Ͱ͋る。

検出された遺構は、掘立柱建物跡２棟、土坑９基を数える。それらはӦまれた時代とੑ֨によっ

て、次の̏つに۠෼される。

縄文時代ʜ５・̔・９号土坑（མし穴・ੑ֨ෆ໌）

中　　世ʜ１・２号掘立柱建物跡、１・２号土坑（方形竪穴状遺構に相౰͢る土坑・ম成土坑）

近　　世ʜ̏・̒号土坑（墓坑）

したがって、ຊ遺跡はʮ縄文時代ɿ狩猟場ʯɣ ʮ中世ɿ居住の場ʯɣ ʮ近世ɿ墓域ʯのมભをたど

り、中世に関しては、ྡ઀の福田遺跡とಉ時存在したとਪ測される。� （菅　原）

基ຊ土層

基ຊ土層は、৭調・土࣭のॾ特௃から̡ᶗ～ᶛに෼層している。以下、֤層についてઆ໌͢る。

̡ᶗ　　ԫ׊৭土（10:35�6）Ͱ͋る。೶地基൫੔උに伴う੝土Ͱ͋る。調査۠શ体に෼෍して͓

り、ࢧ୩をຒΊた北東部Ͱはްさ１̼近くに達͢るところ΋͋る。

̡ᶘ　　׊৭土（7�5:34�6）Ͱ͋る。調査۠の所ʑに෼෍͢る。層ްは15～35ᶲを測る。　

̡ᶙ　　׊৭土（10:34�4）Ͱ͋る。چද土Ͱ͋る。調査۠北東部のઙい୔に෼෍し、層ްは、５～

15ᶲを測る。遺構検出面Ͱ͋る。

̡ᶚ　　にͿいԫ׊৭土（10:34�3）Ͱ͋る。̡ᶙと̡ᶛの઴Ҡ層Ͱ、調査۠北東部のઙい୔と

そのपғに෼෍し、̡ᶙの෼෍しないՕ所の遺構検出面Ͱ͋る。層ްは、15～30ᶲを�

測る。

̡ᶛ　　ԫ׊৭土（10:35�6）Ͱ͋る。しまりの΍΍͋る基൫層Ͱ、調査۠಺Ͱ࠷΋ඪߴがߴく、

̡ᶙ・ᶚの෼෍しない調査۠ೆ東部の遺構検出面Ͱ͋る。層ްは30ᶲ以上を測る。

� （菊　田）
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

ਤ２　遺構഑ஔਤ、基ຊ土層
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第２ষ　発ݟされた遺構と遺物

第２અ　掘立柱建物跡

؇のٰྕとޙされた掘立柱建物跡は、中世にӦまれた２棟Ͱ͋る。どちら΋എݟճの調査Ͱ発ࠓ

ࣼ面を۠੾る੾土นにԊっていた。

１号掘立柱建物跡　̨̗01

Ҩ　　ߏ（ਤ̏、ࣸਅ５～̓）

ຊ建物跡は̖̏άリοド、̗２～４άリοドの̡ᶛ上面から検出された。北΁ઉ状に৳ͼるٰྕ

੄部の੾土น近くにҐஔし、方޲はそれに平行͢る̣19°̬ を１。͢ࢦ間ʷ５間の௕大なೆ北棟Ͱ

͋り、１̼લޙのきわΊてڱいྊ行௕は、中世城館跡とその関連遺跡にೝΊられるʮڱྊ掘立柱建

物跡ʯ（2002・1996ڮߴ）の特௃と一க͢る。さらに෇ଳࢪ設として、੾土นଆの੢ଆにኈ（̥１～

４）が෇き、東ଆのܻ行柱ྻには、ு出し（̥19）͓ よͼ߇柱（̥17・18）がΈられる。߇柱からは中

国渡དྷમが出土した。

पล遺構との関係は、ೆ東۱の柱穴（̥５）の੢10ᶲに̒号土坑、東ܻ行の柱ے上に̔号土坑が

Ґஔしている。また、北੢約8�5̼に２号掘立柱建物跡がҐஔしている。

ਊʑ間による柱間ੇ法は、次の通りͰ͋った。

ʲܻ　行ʳ

東ଆ柱 （ྻ̥11ʵ16）ʜ�1�97̼ʴ2�33̼ʴ2�34̼ʴ2�32̼ʴ2�43̼ʹ11�39̼

੢ଆ柱 （ྻ̥５ʵ10）ʜ�1�82̼ʴ2�40̼ʴ2�40̼ʴ2�37̼ʴ2�26̼ʹ11�25̼

ʲྊ　行ʳ

ೆଆ柱 （ྻ̥５ʵ11）ʜ�0�98N

北ଆ柱 （ྻ̥10ʵ16）ʜ�1�12̼

ʲு出しʳ

（̥16ʵ19）ʜ�2�42N

ʲኈʳ

（̥１ʵ４）ʜ�2�48̼ʴ2�15̼ʴ2�40̼ʹ7�03̼

柱穴の平面形はԁ形基調をఄし、എޙの੾土นଆが小さく、લ面の平場ଆが大きい。遺存状ଶは

は12～16ᶲܘ25ᶲ、検出面からのਂさは18～30ᶲ、柱ࠟ跡の～20ܘ測値はܭ部のޱͰ、։޷ྑ

を測る。また、一部の柱穴Ͱは、柱ࠟ跡にম土・炭化物が含まれ、पғの検出面΋ম土化した状گ

が࡯؍された。したがって、ຊ建物跡は、̰）౰時の掘りࠐΈ面がほ΅保たれて͓り、̱）Րࡂに

͋ってഇઈしたと考えられる。さらに、̰）からは、平場が中世に଄成されたこと、̱）からは、ຊ

建物跡がޙड़の１号土坑（方形竪穴状遺構）とฒ行関係に͋ったՄೳੑがうかがえる。

柱（̥17・18）は、北東の਎ࣷ柱穴（̥15・16）に઀して検出された。この方֯は、ӄཅ道のَ߇
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）
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໳ ʮ́ࠡʯ（うしとら）と一கして͓り、̥17Ͱは、੢นࡍの掘形下部からཪฦしの中国渡དྷમ２

఺（ਤ̏ʵ２・̏）、̥18Ͱは、ࠜ石の下からཪฦしの中国渡དྷમ１఺、ࠜ石の上から中国産青磁

ย１఺が出土した（ਤ̏ʵ４）。それらは、建物଄Ӧ時に柱をຒΊるաఔͰຒೲされた地鎮のʮ鎮物

（しͣΊ΋の）ʯと考えられる。

Ҩ　　෺（ਤ̏、ࣸਅ17）

遺物には、߇柱から出土した中国渡དྷમ̏఺、中国産青磁１఺が͋り、建物଄Ӧ年代をࣔ͢定఺

。ྉとなる。このうち中国渡དྷમは෗৯が著しいたΊ、ࣸਅఏࣔしたࢿ

ਤ̏ʵ１は、̥18から出土したཾઘ窯産青磁࿸Ͱ͋る。小ഁยのたΊ、ৄࡉな年代特定はࠔ೉

Ͱ͋る΋のの、֓Ͷ15世紀に比定される。ಉਤ２～４の中国渡དྷમは、２・̏が̥17から出土し

た1411年ॳரのʮ永楽通寶ʯ（໌મ）、４が、̥18から出土した1310年ॳரのʮ至大通寶ʯ（ݩમ）

Ͱ͋る。このうちॳர年代の৽しい方のʮ永楽通寶ʯは、15世紀の日ຊ΁大ྔ༌入されたことが஌

られ、ཾઘ窯産青磁࿸の年代؍と੔߹͢るとݴえる。

· ͱ Ί

ຊ建物跡は、中世城館跡にೝΊられるʮڱྊ掘立柱建物跡ʯとಉ一特௃をඋえている。建物଄Ӧ

時に地鎮が行われ、Րࡂによりഇઈしたと考えられる。Ӧまれたのは、ʮ鎮物ʯの年代؍から、15

世紀にٻΊられる。� （菅　原）

２号掘立柱建物跡

Ҩ　　ߏ（ਤ４、ࣸਅ̔・９）

ຊ建物跡は、̖２άリοドの̡ᶛ上面Ͱ検出された。１号掘立柱建物跡とಉ͡く、北΁ઉ状に৳

ͼるٰྕ੄部の੾土น近くにҐஔし、ೆ北方޲はこの੾土นにほ΅平行した̣13°̬ を͢ࢦ。

がるՄೳੑが͋޿ճ֬ೝしたのは、２間ʷ２間のほ΅ਖ਼方形のൣғͰ、北・੢ଆは調査۠֎にࠓ

る。また、ೆ੢۱の̥̏にྡ઀して̥９が検出されたが、これは、柱ࠟ跡のແいઙいく΅Έͩっ

た。ॏෳ遺構はແく、ೆ東約8�5̼に１号掘立柱建物跡がҐஔしている。

ਊʑ間による柱間ੇ法は、次の通りͰ͋った。

東ଆ柱 （ྻ̥̒ʵ̔）ʜ1�34̼ʴ1�32̼ʹ2�66̼

੢ଆ柱 （ྻ̥１ʵ̏）ʜ1�28̼ʴ1�22̼ʹ2�50̼

ೆଆ柱 （ྻ̥̏ʵ̔）ʜ1�40̼ʴ1�28̼ʹ2�68̼

北ଆ柱 （ྻ̥１ʵ̒）ʜ1�38̼ʴ1�27̼ʹ2�65̼

柱穴は遺存状ଶがྑ޷Ͱ͋る。平面形はԁ形基調Ͱ、32～26ܘᶲ、ਂさ28～60ᶲ、柱ࠟ跡ܘ

16～20ᶲを測る。遺物は出土していない。

· ͱ Ί

ຊ建物跡は、２間ʷ２間以上のن໛Ͱ、ൣғは調査۠֎に޿がるՄೳੑが͋る。出土遺物をܽく

が、１号掘立柱建物跡とಉ時期の΋のとਪ定して͓く。� （菅　原）
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図̐　２号۷ཱபݐ物੻
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第̏અ　　土　　坑

された土坑は９基Ͱ͋る。出土遺物΍पล遺構との関係から、縄文時代、中ݟճの調査Ͱ発ࠓ

世、近世の΋のに۠෼される。以下、ొ録番号順にड़΂る。

１号土坑　̨̠01（ਤ５、ࣸਅ10～13）

ຊ土坑は、̗・̘２άリοドの̡ᶙ・ᶚ上面Ͱ検出された竪穴状の土坑Ͱ͋る。平面形は台形を

ఄし、੢นが಺ଆに΍΍ٷなりͰ୹く、北੢۱とೆ੢۱がಥ出している。ن໛は௕࣠2�71̼、୹࣠

2�08̼、検出面からのਂさは42ᶲͰ͋る。௕࣠方޲は౳ߴઢとฒ行していた。ॏෳ遺構はなく、東

੢中࣠ઢを੢΁約9�5̼Ԇ௕͢ると、１号掘立柱建物跡のு出し柱穴̥19にͿつかる。

ఈ面はほ΅平ୱに੔えられている΋のの、షচはなく、໌֬な౿ΈకりはೝΊられなかった。น

は、։きؾຯに立ち上がる。

ଯ積土は２層に෼層された。どちら΋人ҝଯ積土と考えられる。ԫ׊৭土մと炭化物を含Έ、主

に下層のὙ２からଟ数のম石が౤غされた状ଶͰ出土した。この所ݟは、中世の１号掘立柱建物跡

のՐࠟࡂ跡とରԠ͢る΋のͰ、྆者がಉ時存在したՄೳੑをࣔࠦしている。

遺物は出土しなかった。

ຊ土坑は、方形竪穴状遺構に相౰し、時期は中世と考えられる。� （菅　原）

２号土坑　̨̠02（ਤ５、ࣸਅ14）

ຊ土坑は、̙̏άリοドの̡ᶚ上面Ͱ検出された。平面形はෆ੔ԁ形をఄし、ن໛は௕ܘ

82ᶲ、୹80ܘᶲ、検出面からのਂさは20ᶲͰ͋る。ॏෳ遺構はなく、੢約２̼に̏号土坑が͋る。

ఈ面はほ΅平ୱͰ、นは։きؾຯに立ち上がり、上部がম土化していた。

ଯ積土は̏層に෼層され、いͣれ΋ম土・炭化物を含Ή׊ࠇ৭土Ͱ͋る。遺物は出土しなかった。

ຊ土坑はԿらかのম成ࢪ設Ͱ͋る。時期については໌֬Ͱないが、形ଶがݹ代の木炭ম成土坑の

ように֯ுった௕方形をఄさないことから、中世の΋のとΈて͓く。� （菅　原）

̏号土坑　̨̠03（ਤ５、ࣸਅ14・17）

ຊ土坑は、調査۠ೆ部の̘・̙̏άリοドにҐஔし、̡ᶚ上面Ͱ検出された。東ଆ約２̼には

２号土坑、北ଆ約̼̒には４号土坑、北੢約̼̒には̓号土坑が所在͢る。他の遺構とのॏෳは�

ない。

平面形は΍΍ෆ੔な۱ؙ௕方形Ͱ、ن໛は、௕࣠1�40̼、୹࣠1�09̼、ਂさは検出面から࠷大

36ᶲを測る。นはٸな֯度Ͱ立ち上がり、ఈ面は平ୱͰ͋る。

ଯ積土は̏層に෼かれ、いͣれ΋人ҝଯ積した΋のと考えられる。Ὑ１・２は炭化物ཻをわͣか
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図̑　１ʙ４号土޵ɺ出土遺物
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に含Έ、໌׊৭೪࣭土մをൗ状に含んͩ׊৭土、Ὑ̏は炭化物ཻをわͣかに含んͩにͿい׊৭೪࣭

土Ͱ͋る。遺物は࠷下層のὙ̏から、൑ಡෆ໌のݹમ̒఺が݁߹した状ଶͰ出土した（ਤ５ʵ１）。

ͩたし、調査のෆखࡍから、໌֬な出土Ґஔはෆ໌Ͱ͋る。

ຊ土坑は平面形が۱ؙ方形Ͱ、人ҝ的にຒΊ໭されて͓り、મ՟がຒೲされていることから、̒

号土坑とಉ͡近世の墓坑Ͱ͋ると考える。� （由　井）

４号土坑　̨̠04（ਤ５、ࣸਅ14）

ຊ土坑は̘２・̏άリοドの̡ᶙ・ᶚ上面Ͱ検出された。平面形はෆ੔௕方形をఄし、ن໛は௕

࣠1�20̼、୹࣠92ᶲ、検出面からのਂさは24ᶲを測る。ॏෳ遺構はなく、੢約̼̏に５号土坑が

͋る。ఈ面はほ΅平ୱͰ、นは։きؾຯに立ち上がる。

ଯ積土は̏層に෼層された。いͣれ΋人ҝଯ積土と考えられる。遺物は出土しなかった。

ຊ土坑の時期とੑ֨はෆ໌Ͱ͋る。� （菅　原）

５号土坑　̨̠05（ਤ̒、ࣸਅ14）

ຊ土坑は、̘２άリοドの̡ᶙ上面Ͱ検出された。平面形はପԁ形をఄし、ن໛は௕1�16̼ܘ、

୹92ܘᶲ、検出面からのਂさは70ᶲͰ͋る。ॏෳ遺構はなく、東約̼̏に４号土坑、北੢約̼̏

に１号土坑が͋る。ఈ面は平ୱͰ、นは௚立ؾຯに立ち上がり、中Ґから։きؾຯにม化͢る。

ଯ積土は２層に෼層され、いͣれ΋ࣗવଯ積した΋のと考えられる。Ὑ１はچද土ݯىͰ、΍΍

৭調がҟなるが、̔・９号土坑のὙ１とڞ通の΋のとΈられる。Ὑ２はนの่མ土Ͱ͋る。

遺物は出土しなかった。

ຊ土坑は縄文時代のམし穴と考えられる。� （菅　原）

̒号土坑　̨̠06（ਤ̒、ࣸਅ15・17）

ຊ土坑は、調査۠ೆ੢部の̗４άリοドにҐஔし、̡ᶛ上面Ͱ検出された。東10ᶲには１号掘

立柱建物跡̥５がྡ઀し、北約4�5̼には̔号土坑が所在している。他の遺構とのॏෳはない。

平面形は௕方形Ͱ、ن໛は௕࣠1�08̼、୹࣠82ᶲ、検出面からのਂさは࠷΋ਂいところͰ18ᶲ

を測る。นはٸな֯度Ͱ立ち上り、ఈ面は平ୱͰ͋る。

ଯ積土は̏層に෼かれ、いͣれ΋人ҝଯ積した΋のと考えられる。Ὑ１は炭化物 ・ཻԫ׊৭࣭࠭土

մをわͣかに含んͩにͿいԫ׊৭土、Ὑ２は炭化物ཻ、ԫ׊৭土մをわͣかに含んͩփԫ׊৭土、

Ὑ̏はにͿいԫ׊৭೪࣭土Ͱ͋る。遺物はচ面௚上からʮ׮永通寶ʯが１఺出土した（ਤ̒ʵ１）。

ຊ土坑は、平面形が௕方形Ͱ、人ҝ的にຒΊ໭されて͓り、ʮ׮永通寶ʯがຒೲされていること

から、近世の墓坑Ͱ͋ると考える。� （由　井）
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図６　̑ʙ̕号土޵ɺ出土遺物
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第２ষ　発ݟされた遺構と遺物

̓号土坑　̨̠07（ਤ̒、ࣸਅ15）

ຊ土坑は、調査۠中ԝ部の̘̏άリοドにҐஔし、̡ᶚ上面Ͱ検出された。ೆ東約̼̒に̏号土

坑、北੢約̼̒に９号土坑、੢約̼̔に̔号土坑が所在している。他の遺構とのॏෳはない。

平面形はෆ੔なପԁ形Ͱ、ن໛は௕1�09̼ܘ、୹69ܘᶲͰ、検出面からのਂさは、࠷΋ਂいと

ころͰ14ᶲを測る。੢นは؇΍かに、東นはٸな֯度Ͱ立ち上がる。

ଯ積土は、炭化物・ম土ཻをわͣかに含んͩにͿいԫ׊৭土の１層Ͱ͋る。遺物の出土はない。

ຊ土坑の時期・ੑ֨はෆ໌Ͱ͋る。� （由　井）

̔号土坑　̨̠08（ਤ̒、ࣸਅ15）

ຊ土坑は、調査۠੢部の̗̏άリοドにҐஔし、̡ᶛ上面Ͱ検出された。北東約3�5̼には９号

土坑、東約̼̔には̓号土坑が所在͢る。他の遺構とのॏෳはない。

平面形は΍΍ෆ੔な۱ؙ௕方形Ͱ、ن໛は、௕࣠99ᶲ、୹࣠55ᶲ、検出面からのਂさは、࠷΋

ਂいところͰ30ᶲを測る。นは、ٸな֯度Ͱ立ち上がる。�

ଯ積土は̏層に෼かれ、いͣれ΋ࣗવଯ積した΋のと考えられる。Ὑ１はম土・炭化物ཻをগྔ

含んͩچද土ݯىの׊ࠇ৭土、Ὑ２はম土・炭化物ཻをগྔ含んͩにͿいԫ׊৭土、Ὑ̏は炭化物

ཻをわͣかに含んͩ׊৭೪࣭土Ͱ͋る。遺物は出土していない。

ຊ土坑は、Ὑ１が５・９号土坑のὙ１とڞ通したچද土ݯىのଯ積土Ͱ͋ることから、縄文時代

にӦまれた土坑と考える。ੑ֨はෆ໌Ͱ͋る。� （由　井）

９号土坑　̨̠09（ਤ̒、ࣸਅ15）

ຊ土坑は、̗̏άリοドの̡ᶚ上面Ͱ検出された。平面形は௕ପԁ形をఄし、ن໛は௕ܘ

1�98̼、୹1�22̼ܘ、検出面からのਂさは96ᶲͰ͋る。ॏෳ遺構はなく、ೆ੢約４̼に̔号土坑が

͋る。ఈ面は平ୱͰ、นはਨ௚に立ち上がり、北・ೆนͰは中Ґから大きく։く形ଶにม化して�

いる。

ଯ積土は２層に෼層され、いͣれ΋ࣗવଯ積土と考えられる。Ὑ１は、５・̔号土坑とڞ通のچ

ද土ݯىのྲྀ入土、д２～４は、นの่མ土͓よͼपล土࠭のྲྀ入土Ͱ͋る。

遺物は出土しなかった。

ຊ土坑は縄文時代のམし穴と考えられる。� （菅　原）
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

第̏ষ　　૯　　ׅ

。ճの調査Ͱは、ʦ縄文時代ɿ狩猟場ʧɣʦ中世ɿ居住の場ʧɣʦ近世ɿ墓域ʧのมભが֬ೝされたࠓ

特に、中世の成Ռは特චされる΋のͰ、福田遺跡、上ノ台館跡と一体的な関連が૝定Ͱきる（ਤ

̓）。そこͰ以下、この఺にয఺をߜり、調査成Ռの૯ׅを行う。

第１અ　沼ヶ入遺跡の１次調査Ͱわかったこと

ᶃ　沼ヶ入遺跡が所在͢る伊達市霊山町下小国地۠は、඿通り地方と中通り地方をつな͙中村֗道

が（国道349号ઢݱ）の道路޲に面し、ྡ઀のֻ田地۠は、中村֗道とೆ北方（国道115号ઢݱ）

ަࠩしたަ通の要িにҐஔ͢る。この地ཧ的特ੑを൓өして、中世室町期のपล一ଳはݒ田ࢯ

ྺ代の居城とされるݒ田城跡をච಄に城館跡の存在がݦ著Ͱ͋り、経石をຒೲした௩܈΋͋る

（ਤ̔）。ຊ遺跡は、こうした遺跡܈の1つとධՁされる。

ᶄ　北΁৳ͼるઉ状ٰྕの東ࣼ面を଄成した平場（ਤ９）Ͱ、掘立柱建物跡２棟（̨̗01・02）、方

形竪穴状遺構に比定される土坑１基（̨̠01）、ম成土坑１基（̨̠02）が検出された。それら

্ϊ୆ؗ੻

পϲೖҨ੻

தଜ֗ಓ

෱ాҨ੻

ਤ７　遺跡のҐஔ関係
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第̏ষ　　૯　　ׅ

図̔　ؔ࿈遺੻ͷ෼෍
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

の෼෍ີ度はま͹らͰ͋り、ॏෳ関係はೝΊられない。これに出土遺物の年代؍をצҊ͢ると、

存ଓ時期は15世紀のごく୹期間と考えられ、ഇઈ要因は１号掘立柱建物跡と１号土坑の所ݟ

からՐࡂにٻΊられる。

ᶅ　શ体૾が൑໌した１号掘立柱建物跡は、中世城館跡とその関連遺跡に特有のڱྊ掘立柱建物跡

（ਤ10）の特௃をඋえている。౰֘類ܕはきわΊてڱいྊ行構଄（１間Ͱ、1�7ई～4�6ई）にՃえ、

次の޲܏がࢦఠされている（川ມ町教育委員会1996）。

̖ɿ建設立地は、ٰྕࣼ܏地に଄成した平場がほとんどͰ͋る。

̗ɿ建設Ґஔは、੾土นࡍに近く建ち、੾土นに平行͢るྫがѹ౗的にଟい。

̘ɿ柱穴は、੾土นଆは小さく、લ面の平場ଆが大きい。

̙ɿܻ行の柱間ੇ法は、14世紀ޙ༿ࠒɿ6�2ईˠそのޙɿ̔ईଟ用ˠ16世紀中ࠒɿ̒～̓ईの

มભをたどる。

このうち̖～̘は１号掘立柱建物跡に΋͋てはまり、ຊ建物跡がこれまͰの県಺事ྫと࣮֬

にಉ一系ේͰ͋ることがうかがえる。また、̙からಋき出せる15世紀の年代؍は、出土遺物

の年代؍と੔߹しているとݴえよう（ਤ10上ɿ̔ई、ਤ11ࠨ）。

ᶆ　方形竪穴状遺構は、城館跡΍௡・॓場などの物ྲྀڌ఺にଟく（ླ木2006他）、このことから΋、

ຊ遺跡のੑ֨が௥ೝͰきる。

ᶇ　１号掘立柱建物跡の北東Ґஔに഑ஔされた߇柱跡から、建物଄Ӧに伴う地鎮跡が֬ೝされた（ਤ

11ʵ１）。ӄཅ道Ͱは北東をَ໳、൓ରのೆ੢をཪَ໳として͓り（ಉਤ２・̏）、ݹ代からݱ

代に至るまͰそれらの方֯の柱穴にમ՟をຒೲ͢る෩शが͋る。ຊྫは、લ者の৽事ྫͰ͋る。

第２અ　पล遺跡との関連

。に、福田遺跡͓よͼ上ノ台館跡との関係にண目してΈる（ਤ̓）ޙ࠷

福田遺跡は、沼ヶ入遺跡とྡ઀し、方形竪穴状遺構とম土土坑が検出され、15世紀に෢࢜֊ڃ

がԅ会ّྱを行ったことをࣔ͢、かわらけが出土している。また、上ノ台館跡については、縄ு

りਤ࡞成をґཔした室໺ल文ࢯから、ʮ上ノ台館跡は沼ヶ入・福田遺跡をݟ下ろ͢小国川ର؛に͋

੾౔น

੾౔น

ฏ　৔

ฏ　৔

２߸۷ཱபݐ෺੻

１߸۷ཱபݐ෺੻

ਤ̕　平場と建物഑ஔ
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図10　ڱྊ۷ཱபݐ物੻ͷू੒
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

図11　஍௟
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˞10ຕαγͷ
　ঢ়ଶͰ出土

˔

˔

˔

˔

り、15世紀から16世紀まͰのいͣれかの時期にྟ時的に構ஙされたਞ所΍ࡆͰはないか。ʯという

コϝϯτをいたͩいている。

以上から、̏遺跡はີ઀な関係ͩったՄೳੑが͋り、このうち沼ヶ入・福田遺跡は、土ྥ΍掘੾

のࠟ跡がແく、ࣼٸ面の立地Ͱないことから、城館の関連遺跡とΈるのがଥ౰とࢥわれる。次年度

以降の調査Ͱは、こうしたࢹ఺を೦಄にஔいて調査を行っていくඞ要が͋る。� （菅　原）

Ҿ༻ɾߟࢀจݙ

会௡ࡔ下町教育委員会　1992　ʮؘݹ遺跡ʯh Ѩլ川ᶘ期地۠遺跡発掘調査報告書ʱ
川ມ町教育委員会　1996　h കۼ遺跡発掘調査報告書ᶗʱ
川ມ町教育委員会　2002　h Տވ城跡発掘調査報告書ʱ
ࣳ田　1997　ޛ　ʮ石川県下の地鎮ࡇ᛾に関わるમ՟（ݹ代～中世）ʯh 出土મ՟ʱ̓　出土મ՟ڀݚ会
ౢ୩࿨඙　1997　ʮ中世の地鎮とમ՟ʯh 出土મ՟ʱ̓　出土મ՟ڀݚ会
ླ木߂ଠ　2006　ʮ中世ʮ竪穴建物ʯの検౼ʵ౎市ח૔を中৺としてʵʯh 日ຊ考ֶݹʱ第21号　日ຊ考ڠֶݹ会
ླ木߂ଠ　2015　h 中世ח૔の౎市構଄と竪穴建物ʱಉ成ࣾ
東北中世考ֶݹ会　2001　h 掘立と竪穴ʱࢤߴ書Ӄ
ௗऔ県教育文化財団　2005　ʮ̨̗１の出土મ՟についてʯh ೆ原ઍݢ遺跡ʱ
༩ീ࿠　1997　ʮ৽ׁ県下の地鎮Ίとમ՟ʯhࠜށ 出土મ՟ʱ̓　出土મ՟ڀݚ会
ೋຊদ市教育委員会　1981　h ༉Ԧ田遺跡ʱ
福島県考ֶݹ会中近世部会　1997　ʮかわらけ編年の࠶検౼ʵ11世紀～19世紀（その２）ʯh 福島考ݹ 3ɦ8号
福島県教育委員会　1994　ʮழٱ保城跡ʯh 東北ԣஅࣗಈं道遺跡調査報告28ʱ
福島県教育委員会　1992　ʮޫ୩遺跡ʯh य़μϜ関連遺跡発掘調査報告̒ʱࡾ
福島県教育委員会　2015　h 福島県಺遺跡෼෍調査報告22ʱ
霊山町　1992　h 霊山町࢙　第１ר通࢙ʱ
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ௐ ࠪ ظ ؒ　　平成27年10月13日～11月25日

ௐ　ࠪ　һ　　菅原祥夫・廣川紀子・由井文菜
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第１ষ　遺跡のҐஔと調査経ա

第１અ　遺跡のҐஔとگݱ

上ノ台遺跡は、福島県伊達市霊山町下小国字玉田に所在͢る。地形的には、小国川北؛に޿がる

ٰྕ上に͋たり、伊達市中৺部からはೆ東に約５ᶳ཭れ、ଠ平༸Ԋ؛の相馬市から中通り地方の福

島市΁ൈける国道115号ઢ（中村֗道）のϧーτԊいͰ͋る。पғには、中世城館跡΍その関連遺跡

がೝΊられるのが特௃Ͱ、ຊ遺跡の一部は上ノ台館跡とॏෳし、小国川ର؛には、෢࢜֊ڃの居住

の場とਪ定される福田遺跡（第１編）͓ よͼ沼ヶ入遺跡（第２編）がҐஔしている。

録された遺跡ൣғのશ体Ͱ͋る。調査ొن掘調査の݁Ռ、৽ࢼճの調査۠は、平成27年度のࠓ

։࢝લのگݱは山ྛͰ͋り、遺構検出面のඪߴは約162�0～176�0̼を測る。� （菅　原）

第２અ　調 査 経 ա

掘調査Ͱ要保存面積が֬定した900㎡がର৅となった。調査期間ࢼճの調査は、平成27年度のࠓ

は、平成27年10月13日～11月25日Ͱ͋る。޻事ଆによる立木െ࠾のྃ׬をडけて、まͣ調査۠

಺のࡶ木ย෇けと、Ϡード಺の器ݿࡐ・τΠϨ設ஔを行い、10月15日から、ද土ണ͓͗よͼ人ྗ

による遺構検出を։࢝した。ද土ണ͗は์ࣹઢྔのܭ測の݁Ռ、上Ґ̔ᶲを࠷ॳにআڈし、その

。ఔを౿んͰいる޻下Ґをണ͙という２ஈ֊の、ޙ

ຊ遺跡は、ਂい୩地形に立地しているたΊ、े෼な҆શଳを֬保した上Ͱۀ࡞をਐΊることとし

た。この݁Ռ、20日ごろまͰには、ࣼ܏ٸの北東ଆに遺構が存在しないことが൑໌し、以ޙは、

。Έが中৺となったࠐの比ֱ的؇΍かなࣼ面中Ґ～୩ఈの掘りࣼ܏

10月下०になると、୩ఈから縄文時代の遺物包含層のྠֲがݟえは͡Ί、ࣼ面中Ґのࣼ܏ม׵

఺Ͱは木炭窯跡が検出された。そこͰ、ۀ࡞員をೋखに෼け、遺物包含層に関しては２ຊのτϨϯ

νを設定し、その土層அ面と調査۠ೆนの土層அ面をର比しながら、層Ґ的に遺物をऔり上͛て

いった。出土఺数はগなかった΋のの、時期的には縄文時代ޙ期主体のまとまりがΈられ、一定の

成Ռを収ΊることがͰきた。

一方、木炭窯跡はे字に土層࡯؍用൞を࢒して掘りਐΊたところ、۱ؙ௕方形の大ܕ土坑λΠϓ

Ͱ、ఈ面中࣠に溝を有͢る構଄Ͱ͋ることが൑໌した。また、औり࢒しの木炭がฒんͩ状ଶͰ発ݟ

され（ࣸਅ５ʵ̳）、窯٧Ί方法の一୺をӐうことがͰきた。

こうした経աを経て、11月上०には調査ऴྃの͓͓よそのݟ通しがつき、10～15日に地形測ྔ、

24・25日に器ࡐӡൖを行い、ཌ26日には޻事ଆにݱ地をҾき渡して、ຊ年度の発掘調査の一੾を

�。したྃ׬ （菅　原）
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第１અ　調査成Ռの֓要と基ຊ土層

調査成Ռの֓要

上ノ台遺跡の調査Ͱは、木炭窯跡１基、遺物包含層１Χ所が検出された。木炭窯跡は、ਂい୩を

ғΉೆ޲きࣼ面中Ґのࣼ܏ม׵఺に構ஙされて͓り、中世以降の΋のとࢥわれる。遺物包含層は୩

ఈに形成された΋のͰ、縄文時代ޙ期主体の遺物が出土した。

な͓、ຊ遺跡の一部とॏෳ͢る上ノ台館跡の関連遺構は、発ݟされなかった。

基ຊ土層

基ຊ土層は、৭調・土࣭のॾ特௃から̡ᶗ～ᶚに෼層し、さらに̡ᶘについては̡ᶘ̰と̡ᶘ̱

にࡉ෼している。遺物包含層の֘౰͢るのは̡ᶙͰ͋り、ਤ２上に平面෼෍ൣғを໢఺Ͱࣔした。

以下、આ໌͢る。

̡ᶗ� දݱ。৭土（7�5:33�1）Ͱ͋る׊ࠇ

土下の෗৯土層Ͱ、調査۠શ体に෼

෍͢る。層ްは10～15ᶲを測る。

̡ᶘ̰� ৭土（7�5:34�4）Ͱ͋る。遺物包׊

含層の̡ᶙより一ճりൣ޿ғに෼෍

し、層ްは、15～25ᶲを測る。

̡ᶘ̱� 、৭土（7�5:34�3）Ͱ͋る。ಉ͡く׊

遺物包含層の̡ᶙより一ճりൣ޿ғ

に෼෍し、̡ᶘ̰より৭調が΍΍҉

く、̡ᶙとの઴Ҡ層と考えられる。

層ްは10～25ᶲを測る。

̡ᶙ� ৭土（10:33�2）Ͱ͋る。遺物包׊ࠇ

含層Ͱ、୩ఈに෼෍͢る。層ްは、

10～23ᶲを測る。

̡ᶚ� にͿいԫᒵ৭೪࣭土（10:37�4）Ͱ͋

る。基൫層Ͱ、層ްは50ᶲ以上を

測る。� （菅　原）

図̎　جຊ土層
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第２અ　木 炭 窯 跡

１号木炭窯跡　̨̘01（ਤ４、ࣸਅ̏～̒）

ຊ木炭窯跡は、調査۠中ԝの̙・̏̚άリοドにҐஔし、̡ᶚ上面Ͱ検出された。

平面形は۱ؙ௕方形Ͱ͋る。ن໛は、௕࣠3�64̼、୹࣠1�57̼Ͱ、ਂさは検出面から࠷大30ᶲを

測る。นは੢นからೆนの一部෼がܽけて͓り、北੢֯にްさ１ᶲఔ度の੺׊৭のম土化ൣғを֬

ೝした。ఈ面はತԜͰ、中ԝに௕࣠方޲とಉ͡方޲に૸る１条の溝を検出し、ೆଆに੺׊৭のম土

化ൣғ、੢ଆにম土ཻ、炭化物ཻのࢄら͹りを֬ೝした。溝のن໛は、෯11～18ᶲ、ਂさはఈ面

から࠷大４ᶲを測る。

ଯ積土は４層に෼かれ、このうち溝಺にଯ積͢るὙ４は、ఈ面を෴うὙ２・̏と໌֬に۠ผされ

る。このことから、溝は遺構ഇઈ時にはطにຒまっていたことがうかがえる。

遺物は、औり࢒しの木炭がೆน͓ࡍよͼ北นࡍからఈ面中ԝに޲かって、نଇਖ਼しくฒんͰ出土

した（ࣸਅ５ʵ̳）。

ຊ木炭窯跡は、۱ؙ௕方形の大ܕ土坑λΠϓͰ、遺構಺ଯ積土にඃ೤したఱ井部෼のম土մが含

まれていないことから、෬せমきにより木炭をম成した遺構と考える。また、木炭の出土状گか

ら、੡඼の窯٧Ί方法の一୺がうかがえる。時期については、土器౳の出土遺物がなく、特定はͰ

きないが、福島県಺の調査事ྫから中世以降にӦまれたと考えられる。� （由　井）
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第̏અ　遺 物 包 含 層

֓　　要

遺物包含層に֘౰͢るのは、୩ఈの̘～̚４άリοドに形成された基ຊ土層̡ᶙͰ͋る（ਤ２）。

炭化物をごくগྔ含Ή׊ࠇ৭土Ͱ、縄文時代ޙ期主体の土器ยと石器を包含している。

調査方法は、上層をऔりআいて平面෼෍ൣғをଊえたޙ、୩ఈ中࣠に௚ަ͢る方޲Ͱ２ຊのτϨ

ϯνを設定し、その土層அ面と調査۠੢นの土層அ面をର比しながら、掘りਐΊていった。その݁

Ռ、出土したのは縄文土器ย35఺、石器̏఺Ͱ͋る。

遺　　物（ਤ５・̒、ࣸਅ̔）

縄文土器ย̒఺、石器̏఺をਤࣔした。

ೄจ౔ث

ਤ５ʵ１・２はޱԑ部ยͰ͋る。１は平ޱԑͰ、上୺に連ଓࢗಥ文が࡯؍され、２はಥىを有

し、ᚅと平行௜ઢが࡯؍される。ಉਤ̏・４・５・̒は、体部ยͰ͋る。４・５・̒は地文のΈ、

̏はຏফ縄文が࡯؍される。いͣれ΋、縄文時代ޙ期ޙ൒に比定Ͱきるとࢥわれる。
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図̑　１号遺物包含層出土遺物（１）

̑（̚４ ＬⅢ）

̎（̚４ ＬⅢ）
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0 �㎝

（2/�）

̓（̙４ ＬⅢ）
長：ʦ6.0ʧ㎝
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厚： 0.6 ㎝
重： �.0ｇ
石質：ܔ質凝灰岩

̔（Ｃ４ ＬⅢ）
長： 12.7 ㎝
幅： 7.3 ㎝
厚： 2.7 ㎝
重：1�0.0ｇ
石質：凝灰質砂岩
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打
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敲
打
痕
跡

0 10㎝
（1/2）
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ੴ　　ث

ਤ５ʵ̓は、ڽ࣭ܔփؠ੡のઑ಄器Ͱ͋る。下൒部ܽଛのたΊෆ໌ͩが、有ઉઑ಄器のՄೳੑ΋

͋る。平面形は༄༿形΋しくはࡉ形Ͱ、ԣஅ面形は΍΍ްखのತϨϯズ状をఄ͢る。ಉਤ̔は、ڽ

փ࣭࠭ؠ੡のଧ੡石ිͰ͋る。ԁਕ྆ਕͰ、平面形は基部྆ଆԑがހ状となるᎢ形をఄ͢る。ਕ部

に࢖用による௕࣠方޲のઢ状ࠟが࡯؍される。ਤ̒ʵ１΋、ڽփ࣭࠭ؠ੡のଧ੡石ිͰ͋る。௚ਕ

྆ਕͰ、平面形は中ԝより΍΍上部にፘりがހ状に入り、෼ಔ形をఄ͢る。

· ͱ Ί

୩ఈに形成された、縄文時代ޙ期主体の遺物包含層Ͱ͋る。出土遺物はগなく、୩をғΉ΍せඌ

ࠜ上から縄文時代の遺構が検出されていないことから、一定人数の定住生׆に伴う΋のͰはないと

考えられる。� （菅　原）
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図６　１号遺物包含層出土遺物（２）

１（Ｃ４ ＬⅢ）
長： 20.7 ㎝
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石質：凝灰質砂岩
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第̏ষ　　૯　　ׅ

上ノ台遺跡は、平成27年度のࢼ掘調査Ͱ縄文土器ยが発ݟされ、৽ొن録された΋のͰ͋る（福

島県教育委員会2016）。ൣғの一部は、上ノ台館跡の北ԑにかかっている。ࠓճの調査は、遺跡શ

体がର৅となった。

以下、成Ռを要約͢る。

ᶃ　୩ఈから、縄文時代ޙ期主体の遺物包含層１Χ所が検出された。遺物ྔはগなく、पғの΍せ

ඌࠜ上にಉ時期の遺構が存在しないことから、一定人数の定住生׆に伴う΋のͰはないと考え

られる。ংষ第̏અͰड़΂たように、ຊ遺跡पลͰは縄文時代ޙ期の集མ跡が小ن໛・෼ࢄ化

͢る޲܏がΈられ、これに連ಈしたݱ৅とධՁͰきるか΋しれない。

ᶄ　ࣼ面中Ґのࣼ܏ม׵఺から、木炭窯跡が１基検出された。۱ؙ௕方形の大ܕ土坑λΠϓͰ、ఈ

面に溝を有している。時期は中世以降とࢥわれる。

ᶅ　中世城館跡の上ノ台館跡に関わる遺構は、発ݟされなかった。� （菅　原）

Ҿ༻ɾߟࢀจݙ

福島県教育委員会　2016　h 福島県遺跡෼෍調査報告書23ʱ
霊山町　1992　h 霊山町࢙　第１ר通࢙ʱ

ܠ෩ۀ࡞
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１　調査۠ԕܠ（東から）

２　調査۠શܠ（北੢から）



54

第１編　福 田 遺 跡

３　１～４号土坑

̴

ａ

̶

ｃ

̷

ｄ

̵

ｂ

ａ　１号土坑શܠ（ೆから）� ｂ　１号土坑அ面（ೆから）
ｃ　２号土坑શܠ（ೆから）� ｄ　２号土坑அ面（ೆから）
̴　̏号土坑શܠ（ೆ東から）� ̵　̏号土坑அ面（ೆ東から）
̶　４号土坑શܠ（੢から）� ̷　４号土坑அ面（ೆから）
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４　１・２号溝跡શܠ（ೆから）

５　１・２号溝跡શܠ（ೆ੢から）
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第１編　福 田 遺 跡

（ೆ੢から）ܠ෩ۀ࡞　６

７　調査状گと出土遺物

ｂ ｃ

ａ　ද土ണ͗（ೆから）
ｂ　ۀ࡞෩ܠ（北から）� ｃ　２号溝跡出土遺物

ａ

４－１
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１　調査۠ԕܠ（北から）

２　調査۠ԕܠ（ೆから）
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

４　調査۠શܠ（東から）

３　調査۠ԕܠ（ೆ東から）
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５　１号掘立柱建物跡શܠ（北から）

６　１号掘立柱建物跡શܠ（ਅ上から）
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

７　１号掘立柱建物跡柱穴

̴

ａ

̶

ｃ

̷

ｄ

̵

ｂ

ａ　̥４அ面（੢から）� ｂ　̥̒அ面（੢から）
ｃ　̥̓அ面（੢から）� ｄ　̥13அ面（東から）
̴　̥14அ面（東から）� ̵　̥18શܠ（東から）
̶　̥17遺物出土状گ（東から）� ̷　̥18遺物出土状گ（ೆから）
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８　２号掘立柱建物跡શܠ（東から）

̕　２号掘立柱建物跡柱穴

ｂ

ｃ ｄ

ａ　̥４શܠ（東から）� ｂ　̥５શܠ（東から）
ｃ　̥̓શܠ（東から）� ｄ　̥̔શܠ（東から）

ａ
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

��　１号土坑検出状گ（東から）

��　１号土坑શܠ（੢から）
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��　１号土坑શܠ（ೆから）

��　１号土坑அ面（ೆから）
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

��　２～５号土坑

̴

ａ

̶

ｃ

̷

ｄ

̵

ｂ

ａ　２号土坑શܠ（ೆから）� ｂ　２号土坑அׂ（ೆから）
ｃ　̏号土坑શܠ（東から）� ｄ　̏号土坑அ面（ೆから）
̴　４号土坑શܠ（ೆ東から）� ̵　４号土坑அ面（ೆ東から）
̶　５号土坑શܠ（東から）� ̷　５号土坑அ面（ೆから）
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��　̒～９号土坑

̴

ａ

̶

ｃ

̷

ｄ

̵

ｂ

ａ　̒号土坑શܠ（ೆ੢から）� ｂ　̒号土坑அ面（ೆ੢から）
ｃ　̓号土坑શܠ（੢から）� ｄ　̓号土坑அ面（ೆから）
̴　̔号土坑શܠ（東から）� ̵　̔号土坑அ面（東から）
̶　９号土坑શܠ（東から）� ̷　９号土坑அ面（東から）
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第２編　沼ヶ入遺跡（１次調査）

（東から）ܠ෩ۀ࡞　��

��　調査状گと出土遺物

ｂ ｃ

ａ　ද土ണ͗（ೆから）
ｂ　ۀ࡞෩ܠ（東から）� ｃ　出土遺物

ａ

３－２

３－４

５－１

３－３

６－１

３－１



ࣸ ਅ ਤ ൛

第̏編　上
か み

ノ
の

台
だ い

遺 跡
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１　調査લ状گ（東から）

２　調査۠શܠ（東から）
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第̏編　上 ノ 台 遺 跡

３　１号木炭窯跡検出状گ（東から）

４　１号木炭窯跡શܠ（੢から）
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５　１号木炭窯跡ࡉ部

ａ ｂ

ｃ ｄ

ａ　̖ʵ̖′அ面（東から）� ｂ　̗ʵ̗′அ面（ೆから）
ｃ　溝அ面（東から）� ｄ　木炭出土状گ（੢から）

６　１号木炭窯跡அׂ（東から）
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第̏編　上 ノ 台 遺 跡

８　１号遺物包含層出土遺物

７　１号遺物包含層

ａ ｂ

ａ　ۀ࡞෩ܠ（東から）� ｂ　அ面（北から）

５－５

５－４

５－２

５－１
５－３

５－６ ５－７

５－８

６－１
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所収遺跡名 種類 主な時代 主な遺構 主な遺物 特　記　事　項

福　　　　田 居住域 中 世
土　　　坑　４基

溝　　　跡　２条
か わ ら け

中世特有の方形竪穴状遺構に比定される土坑が検出
され、15世紀のかわらけが出土した。

沼　ヶ　入
（１次調査）

狩猟場

居住域

墓 域

縄文時代

中 世

近 世

掘立柱建物跡２棟

土　　　坑　９基

永 楽 通 寶

至 大 通 寶

青 磁

地鎮跡を伴う15世紀の掘立柱建物跡の他、方形竪
穴状遺構に比定される土坑が検出され、福田遺跡との
関係が注目される。

上　ノ　台
遺　物
包含層

生 産

縄文時代
中世以降

遺物包含層１ヵ所

木 炭 窯 跡　１基

縄 文 土 器
石 器

縄文時代の遺物包含層、中世以降の木炭窯跡が検出
された。

要　　約
福田遺跡と沼ヶ入遺跡は、中世室町期の一体的な城館関連遺跡と考えられる。上ノ台遺跡は、縄文時代に

捨て場、中世以降に生産場として利用されていた。

所収遺跡名 所　在　地
コ ー ド 北　緯 東　経

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号 　°　′　″ 　°　′　″

福
ふく

　　　　田
だ
福
ふく

島
しま

県
けん

伊
だ

達
て

市
し

霊
りょう

山
ぜん

町
まち

下
しも

小
お

国
ぐに

字
あざ

福
ふく

田
だ

・桜
さくら

町
まち

07213 00655 37°45′58″ 140°35′28″
20150629
～

20150828
1,100㎡

道路（一般国
道115号相馬
福島道路）建
設に伴う記録
保存調査

沼
ぬま

　ヶ
が

　入
いり

（１次調査）

福
ふく

島
しま

県
けん

伊
だ

達
て

市
し

霊
りょう

山
ぜん

町
まち

下
しも

小
お

国
ぐに

字
あざ

沼
ぬま

ヶ
が

入
いり

・御
み

渡
わたり

07213 00656 37°45′54″ 140°35′24″
20150727
～

20150930
1,300㎡

上
かみ

　ノ
の

　台
だい 福

ふく

島
しま

県
けん

伊
だ

達
て

市
し

霊
りょう

山
ぜん

町
まち

下
しも

小
お

国
ぐに

字
あざ

玉
たま

田
だ 07213 00659 37°46′15″ 140°35′13″

20151013
～

20151125
900㎡

※経緯度数値は世界測地系（平成14年４月１日から適用）による。
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